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時 の -
C I  葉 皐校教育と校舎

昭 和 21 年の春、 27名 か ら な る ア メ リ カ 教 育 使 節 閣 は 日 本 再 教 育

の 使 命 を 帯 ん で 25 日問、 日 本 に 滞 在 し て 、 日 本 の 教 育 を 調 査 し 、

ア メ リ カ 数 育 使 節 圏 報 告 書 ・ そ マ ツ カ ー サ ー 元・師 に 提 出 し た . そ の

後の日本の護士育・はす lぺ て と の 棋 に よ っ て 実 行 に う っ さ t' L' tこ. 教 育

基 本 法 の 制 定 、 数 育 委 員 会 の 設 置 、 六 、 三 、 三 、 四 制 の 実 施 、 と

金 〈 根 本 的 の 教 育 大 改 革 が な さ れ た 。

財 政 難 に な や む 、 閣 や 、 府 l醸 や 市 町 村 が 、 ! 礎 災 墜 校 の 復 興 ‘ 新

制 中 準 の 新 設 に は ら っ た 努 力 の な み な み な ら ぬ も の の あ る と と は

我 等 は 感 激 の 涙 な く し て と れ そ 見 る と と が で き な い 程 で b る。

然 L 一歩、 と れ 等 の 事 校 に 入 り 、 そ の 校 合 を 、 設 備 . : a 、 教 育 の

実 態 を み る と き 、 と れ で よ い の か 、 国 家 100 年 の 大 計 た る 教 育 が

と れ で よ い の か 、 教 育 の 場 と し て の 校 舎 が と れ で よ い の か と の 嘆

撃 を 上 け ぎ る を 得 君 主 い 扶 態 で あ る 。

単 に 校 舎 の 構 造 の み に つ い て 考 え て も 都 市 に 於 け る 木 造 の 製

校 建 築 の 如 き は 、 許 す ぺ か ら さ ' る も の で は な か ろ う か 。 又 、 木 造

建 築 に し て も 、 耐 袋 、 耐 l誌 の 基 礎 的 僚 件 さ え 兵 備 ぜ ぬ も の が 、 い

た る と と ろ に 見 ら れ る .

と れ 等 の 祭(i に 闘 し で は 、 財 政 灘 の 1 語 で 万 事 解 決 と い う と と は

あ ま り に 近 親 眼 的 で あ る 。

絡 鞍 後 、 5 年 。 第 2 回 目 の ア メ リ カ 教 育 使 節 閲 来 訪 の 現 在 に 於

て 、 我 々 は 、 可 愛 い 子 弟 の ため、 将 来 の 日 本 の た め 、 感 校 建 築 t r :

3討 し 次 の 最 小 限 の 要 求 を 実 施 レ プ こ い 。

都市のＮｾ発校はすべて餓筋コンクリート造る。

都 市 以 外 の 製 校 は、 餓 筋 コ ン ク リ ー ト 迭 に で き な け れ ば 耐 盤 、

耐 風 手 法 の 完 全 な る 木 造 建 築 に

と の 2 つ の 笑 行 4皆 、 今 日 よ り 噌 む も の で あ る 。
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ｾ￬ 問 ｬ Ｇｉ ｪ ｩｊＮｩ 工竹中工務席 。

位 位 大 阪 市天 王寺 区 ｬｾ Ｍ ｾ 人 町 Ｑ 肴 ｊ 也。

構 造 鍛 筋 コ ン ク D ー ト3 !i1I' klro 

面積負p ; l tPI 工事 1 階 227，4坪、 2 階 及

3 階 2uJ ，4坪 計 641. 1坪D

外装 l擬人造石洗肉 、墜をノレタ ノレ掻得、 窓

Z チ ー J レサヴシ ユと i品、扉 鉄 製 腰1音

戸D

内装 玄 測 及 民 間 床2え1陵テラゾ一 、 墜 天 井

プラスター。廊下! 本格フロ ー D ン グ

プロツ夕、 ｬ 援モ ｊ レ声ノレ インキ 、 ｾ天

チ下 7・ラ A !J. - 0  

令書護霊感接室 及 校 長 室 床 桝 フ ロー D

ングプ ロッ夕 、 rlJ 木2え腰檎ニス塗、

墜 7 ・ラ A !1 ーペンキ 、天 井 プ ラ ス タ

ー Ｗ ｊ＼Ｑｾ Ｚ 塗、話量作総ニ Ｑ 塗。

階段室f ; ! < 巾木 及 手 摺 人 造 石研 向 、 腰

モノレ主ノレイ ンキD 洗 面 所2え使所床及

1陵モザイ V グタイ J レ。数室床検フロ

- ｹ ン グ 、 腰］･ノレタ ｊ レインキ 、 Ｍ ｾ天

井 プラ ス ターロ
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関 西

大

大 皐

撃 院

所 在 大 阪 府 千 良 山

百貨青| 村町 、森建築事務所

施 工 大 阪 建 設 株式令尉:

ヱJUj 昭和u年 5 月- 1 0 月

床面積 1 階 125. 22 坪

2 階 115.22 主|ヱ

構 造 木 骨

尾 根 容fAl フ レ ン チ 瓦 立 キ

外止で よ ｦＺ ｊ レタノ ｌＮ ｾ塗 ｪｪｪｉｊ ＭＧｅＺ ｑ キ

色モルタノレ吹付仕上

グ l政廻 D 人 主主石洗Jli

シ門地切り正前ア ー

チ 裂 、 出 入 口 組 D 人

造平f洗 出 シ 石 段 J 、花

尚 宕 テレスノ、タリン

カー タイノレ 波 リ

内量産 1 階 J;/:;/ 、使 所 テ 除 キ

D グ ノイド、イ土」ニ グ 、

便 所 床 モ ザ イ グ タ イ

ノレ政 人 壁、 コル ク

入 ]) 7 ・ラスタ ー塗 D

腰 、 イ エ ヤ パ ネ J レ張

D イ ンキ 仕 上 グ 、 天

井 、終検うA;::j jユペ ン キ

2 院?川、フ ローリ ン グ

T七UH ｹ 、 ｼ 件＿ ニ ｩ ｾＡ ズ

メて 2 階1 f . 商図

右 1 階 J I!. 而 l刈
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聖 心 女 子 大 撃

所 在 地 東 京 都 溢 谷 区 宮 ft J!l'f 1 丁目

設 計 FI 建 設 計 工 務株 式 合 従 〈怒日本建紋

産業除式合軍士)

施 工 建 築 約7)<. 建設株式含置士

緩 l号 FS砂熱車工業株式令市正

衛 生 四 四 { 衛 生 工 業 所

句 集 主主閤也事事工 業 所

工 JPJ 昭 和 24年 4 月18 日- s 月3J 日

延商品T 大 限 部 1464. 00"坪

ポ イラ { 室 103.25坪

( 地 下室ノミ純ヱ〉

構 造 鉄 筋 コ ン ク D ート 迭 3 階 建

タト 装 色 モ J レ声ノレ吹付、 玄 限 廻 リ 人 造 石 洗

出 シ

内 袋 x 臨時、 ホ ーノ1- . 廊 下

! 永 人j生石研出ジ、 腰 テ ラ ゾー但

廊 下ノ、右草地柾 ペ ニア 、 ステ イ ン仕上

監天井 、 プラス タ ｻ 木古 ｾｉ～ テイン

仕上。

教 室 、大百貨書室 、 自宅雪室

床 検 フ ロ ー D ングボ ー ド5夜、腰 羽

目、i怠地、柾 ペ ニ ア 、 ステインラ ッ

クイ士上 I?' 0  

寝室

/1ミ 給フロ ー D ン グ ボ ード張

ｾ天井 プラ スタ ー、 木告ｦｉｾンキ

塗

設 備 会 室 、強Il i IJ 循 遠 式 温 水 援 房、金 袋 室

エ 給 湯 設 備 、if. 風 浴 室 、l G室 各 k 機

械 j失策設備ヲナス 、官主器ノ、金普s洋 風
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言語 塗

廊
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1 教 室
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豊中市立棲井谷小翠校講堂

所 在 豊 中 i ' ti ; f l 井谷大字内因

設 計 豊 中 市 役 所 管 繕 練

施 工 株 式 合 枇 f豊 中 組

工 期 自 昭 和24年 7月10 日至昭和25年 2 月10日

床 面 積 1 階 150. 0坪

2 階 30. 5坪

8  

構 造 木 造 平 家 建 〈 前 面 l 部2階付〉

屋根 チヨコレート色高陽厚裂ス

レート葺3

外装 壁栓型色モルタ 1レ去を落シ快

! t 室漆喰き古口

内装 l 階座席

床材きフローリングR占! J R要竪

勿目ペンキ塗、墜木摺下地

漆喰塗、天井テツグ λ 貼 P

押へ徐ＮＮＮＮｾキ塗 ｄ

足立-問

床モル声ノレ塗目地捧民鎗製

自書' f : ノレタ Yレペンキ塗。

設備事実感袈置トー キ鍛傭完備D

窓、出入口暗幕兼用カーテン

耳王付。

l テ 1〆 コミ

主 庚 問

4 ス テ ー ジ

5  主さ 室

7  ｾ夫 ! t  室



豊中市立第四中華校

所在 豊 中 市 大 字 服 部

殻 針 豊 中 市 役 所 管 繕 課

施工第 ｬｾｊ 工事栗本建設工業株式合庇

望書2期 工 事 株 式 曾 鮭 望 月 組

工期 自昭和24年 4 月l ! i 日一一

歪 昭 和25年 4 月22"日

程面積 1 期 工 事 318. 5熔

2 期 工 事 522. 54坪

A 第 1 期 校 舎 1 テ : . ^  : : 1 ート

B  ｾ事 Ｒ 期新校舎 Ｒ パ Ｑ グツトョート

C  j曾 築 校 舎 3 運 動 揚

9  



構 造 木 浩

屋根着色厚型スレートi f .

タト装 ヲス下地色 モル タ ル 後民主シ

ｾ建具木 昔 ＱＱ 見掛ペ ｙ キ 君 主。

内装 床材言フローリン グ貼、 廊 下

1 部 モ ル タノレ目地切、 腰 察

署理目板貼ペ Y キ重賞、重量漆日食

塗、天井ペ= ャ板打掲= - ; ; < .

J塗リロ

日

同

盟

A

V

日

〈上) 1 階苓面図 18 物 ｾ＠

1 ポ チ 19 小 使 室

2 玄 閥 A 足 洗 湯

3 事 音量 釜 B 手 洗 主島

4  H. 盤強望者佼 F号室 C  7j(. 汲 場

5 集 合 室

6 職 員 釜 く下) 2 階司王面図

7 凶 3笹 室 8 普 通 教 室

8 普 jifi 教 室 12 音・ 当終 室

9 王 製 科 敬 室 13 杏
E草

10 二E 作 室 17 非 常 階 段

11 準 備 室 20 廊 -F  

1! i 購
買 部 22 ;昨

すE 電

17 非 常 階 段 C 水
i及 場
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布 施 第 六

中 態 絞

1 ホ ー J レ 12 作 法 定

2 校 長 室 13 家 事 室

3  毒事務室 14 普' 通教室

4 通 用 門 15 教 具 室

5 宿 菌 室 16 王単科室

6 数 : 員 室 17 工 作 室

7  聖書務室 18 特別教室主

3  I ! . 襲接室 ]9 男侵u . 斤

9 減員便所 20 女 便 所

10 湯 沸 場 2t 食 Mi. 

J l  IJ、告を蜜 22 テ ラ ス

)  I  

ーノ ¥ 

一一¥

¥ 

施 工 岸 田 建 設 株 式 合 鮭

商 積 826. 5坪

樽 逃 木 造 平 家 ス レ ー ト 葺

外 袋 色 モ ノ レ タ ル 掻 落

内 装 床 板 張、患 漆 喰 A ン キ 塗

天井ベエアペンキ重量。

配ｼ門 ｾｮ 門司門背骨骨骨 m⑮ 
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1344. 28卒方米

1111. 00卒 方米

立

中 母 校

設 計 監 理

名 古 尻 市 復 興 局

重量築部皐校建築課

工事施工

石原木材工業株式合鮭

位 置

名 古 殿 市 中 村 区 佐 古 前

町

面 積

1 階

2 階

屋 市古

津見

名

笈

蹴 明

11 男

12 女

13 湯

14 ，]、

15 倉

16 職

17 昇

C. R. 普

註 se

ｅ 占線…ＮＮ噌築耳良質 ｾｊ 宝物

目 玉王 立主再|

一 喝

f h  h f九 九 九

情面白肺 Ｎ ｃｩｬｲＮＭ ｾｩ

木治 2 階 建 1 部卒家建

2事礎 ヨングリ 【ト 主量。 外 慶、下見板張リ 定

商ノミ竪勿目板張リ白煙根、日 本瓦( 赤色〉型車

キロ床、申書 7 ロ{ リン グ張り D

内壁、漆喰君主リ及ペニヤ板張リ。

天井、漆喰直宮リ及 ベ= ャ 板張リ。

昭和24年 3 月22日 - 8 月31 日

[. ... ... --.. 0 茸 l， ... 晶 圃 圃 岨 圃' - - - - - 1.

所

所

胤

場

合

康

所

ロ

隻

卒 薗

ポ ー チ

玄 関

校長室、数師事務室

駿接室、 11緩室

衛 生 室

宿 ili 室

ロッ カ ール' ーム

男 子 便 所

女 子 便 所

物 品 倉 j市

子 使

子 使

沸

使 宿

主主

期

貝 使

降

遜 敬

構

ヱ

1

2

S

4

5

8

7

8

9

m
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名 古 屋 市 立 第 三 幼 稚 園

所 在 名 古 屋 市 西 区 志 摩 町

設 計 名 古 厩 市 復 災 局 建 築 部 窃 校 建 築 練

施 工 佐 藤 工 業 株 式 会 最 士 名 古 屋 支 鹿

工 期 昭 和25年 1 月一 5 月

建築面積 1 階 199.49坪 2 階 29. 77坪

構 主主 木誼厚昔話見レート及鉄板瓦主主

外装層ｾｾ司自板 Ｕ 長 グ しオ ｙ 戸トヌ ｄ ー部

ペ ン キ ヌ 人 軒 天 井 、 柱 型 リ Y イ

ド仕上

内 装 天 井 、 サ ン ラ イ ト 及 7 ・ラ. : x 3 ' 戸市f

- ｾＧＷ Ｑ＼性ベ ｹ キヌリ、壁、プラス

ターボード 71 < 性ペンキ; x !J 、腰、

韓聖書五日板張ペ Y キ ヌ リ 及 z イフー

ラ イ ト 張 、 床 、 デ ナ フ ロ リ ン グ 議

設 備 便 所 ハ71 < 洗式フラッシユバ Jレプ設

涯 、 各 室 = 手 洗 器 及 ガ ス 暖 房 ノ 設

備ア 9
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入
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入
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洗

場
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カ

手
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A

B

C

D

E
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G
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接

帖

席

門

門

門

庭

庭

場

定

型車

動

築音量

用

品

巾

由

雌

六

相

側

正

還

非

前

中

準

価

句

噌

A

n

，
b

向

。

A

す

V

D

n

O

7

・
n

B

A

W

U

A
υ

2

2

2

2

2

2

2

2
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小 使 室

湯 沸 揚

物 オ キ

タ ト * 便 所

更 衣 笠

入 口

股 P

ロ ー カ

休 幾 重

ギ ャ ラ リ ー

噌

ム

。

a

q

d

d柚

Z

K

J

向

。

ザ

・

0

O

G

u

v

n

u

守

ム

噌

A

噌

A

守

ム

句

ム

噌

-
A

T

A

噌

ム

噌

.
‘

。

，
“

保 育 室

遂 段 室

ポ ー チ

玄 関

賀 市j

職 員 室

ス テ ー ジ

控 室

間 見 官 置 所

渡 リ 廊 下

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m
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前 津 中 毒 さ 校立

名 古 尾 市 中 区 間川端 町

名古摩市復興局熊築審j I 拶1空E霊祭繰

株式合最士長 瀬 幸且

昭 和24年 4 月 - 9 月

1 階 3!i 0. 32坪 2 階

木 造 日 本 瓦 葺

初 日 板 張 F レ オ Y ートヌリ一部ヲ z 張モノL

fl. Jシヌザ色モル声ノL 吹 付 仕 上

天井イニヤ板張一部ジ、フクイヌリ、墜シツ

グイヌ リ、腰竪 ｪｦｾ 目板 張 、 床プナ Ｗ ロ ー リ

ン グ張、 玄関! 良' 間廻り怒Z耳目板張ベシキヌ

リ仕上

273. 88坪

_，_ 

m 名 古 屋

在

計

工

期

積

造

装

面

所

設

施

工

床

簿

外

装内

ー玄 関 18 ス テ ー ジ

広 ii i] 19 笹 室

泌 接 . 会計主主 20 シ ャ ワ ー 室

職 員 室 21 理 科 敬 室

医 ム ｾ 22 壁 土 材 室

敬 窓 23 理 科 敬 三 室

股 リ 窺 24 工 作 敬 室

更 衣 笠 25 洗 沼 教 室

宿 f白 塗 26 料 理 数 皇 室

外 来 27 作 法 重

職 員 便 所 28 展 示 場

湯 沸 j易 29 管 祭 教 室

小 使 室 30 標 本 室

物 i究 31 殺 縫 壁 土 室

給食湖王翠所 32 ミ シ ン 室

集 会 図 書室 33 図 面 教 室

締 ｾ＠ 34 予 備 室

講 堂 以 南 ノ 建 物 へ J宮築予定ノモノ

15 
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白百合女子専門事校

所 在 東 京 都 九 段

設 計 監 督 松 関 卒 開 設 計 事 務 所

坪重量 一 階 213.61坪

二階 170. 69 

木誌を 日本支ｾ

モル真ノ，，ｾ宣色セメント吹付Ｎ正

面 玄 関 廻 P テ ラ ゾ ー 姑 付

玄 関 床モルタル告書、壁竪板張

天 弁 漆 喰 塗

量豊奔堂 床後甲板張、腰墜板張

壁 天 井 漆 喰 塗

便 所 床 登 9 ・f t 、天弁漆喰主主

其他路i室: 床後甲板張、腰竪板

張、天井テツグ見張

8 敬

9 図

10 敬

11 衣

12 更

14 私

15 浴

霊

室

筆

陣

室

室

室

良

型F

料

衣

関

堂

壇

室

室

室

室

手平

選

務

接

締法

外装

玄

甜

四

位

m

径

修

事

腹

1

2

3

4

5

8

7
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ア メ Y カ の 新 し い 皐 校 建 築 に つ い て

Concerni ng Recent  School  Archi tecture in Amenc a 

「アメリカ」の事校建築は最近数年の間陀相営

念進的主主費化を成しとけた。喜善校建築一一特に「

ハ 4 スクール」とか「カ ν ツデ」とか、言った程

度の皐校の建築じついての古い観念は r クラヅシ

クス、スタイル」の記念性そもった建物というの

が常識でaうった。建物の威厳とその威容が文化的

毅養的主主努園祭を遺るもののように考えられてい

た、内部の「プラン」や設備は外部の設計の犠牲

にされることが多かった。

窓、の配列を Sうまり厳密に固守するために室内の

採光が不充分になるととも度々あった、とれらの

窓は採光という目的に奉仕するよりむしろ装飾を

主にして計書されたものであった、建物の外面の

「装飾じ多くの費用がかけられた、必要のない桂

列 が建物の正面に堂々 と整列 していた、彫刻した

石の軒蛇腹 〈時には砂付ペンキ仕上けにした織板

製のものもあったo ) が壁の頂上から苦い顔そし

て見下 していた。

とう した「立沃及率校」の建築には金がかかる

と云うこと が常識であった。しか も、とんな物に

金をかけ ながら 、毅授障の質は r うか、伸びゆ く

世代の人遣にあたえる教育は r うあるべきかと云

った大切な事柄には一向に無摘心であったのであ

る。

との「製堂」の中口は、床に「ねぢJ でとめた

机と一体に主主づた堅い腰掛を規則正しく配列して

置くのが原則の様に考えられていた。この腰掛に

若い紳士、淑女/ i ' 沈黙して、恐れ入った策/ i ' 附け

の姿勢で並べていた、との様主主燃況でとそ、 数師

がその古臭い知識を畢生遠の耳の中に注ぎとみ、

彼等の型にはめられた頭脳の記憶細胞にそれそ確

賓じ浸透さゼ、少く も 「最終試験」迄は記憶に盛

るだけの強力な印象を輿える乙とが可能であった

のである。

接生の一部の者が在来の慣例/ i ' 破ったれ出過

ぎた思索や疑問を持っと、営惑ちせ F れた毅師連

Merrel l  V  ori es Hi t ot suyanagi  

がいや友顔をした。とれらの教師逮は何/ i ' 云うべ

きかは数えられていたが、いかに答えるべきかは

数え ι れていなかったのでるる。

建繁の様式もこの絞切型の教育に遁営したもの

であった。 1 か し、数師仲間に も先馳者が現れは

じめた. 叉一般人間駐舎にも橡言者遣が現れてき

た。とれら南者は批判力の左い詰め込みの知識な

んでものは額りにならぬものだと主張した。との

原理主旨賓行しようとすると、 E うしても毅育法に

その影響が及び、とれにつづいて間もなく事校建

築にも影響してど怠ければならなく友った.

現在アメリカでは、他の園と同様に「各撃生の

内に持っている人格を完全に伸ばし、とれらの男

女筆生がとの地上の人生t < : j 甘いて紳から託された

人類への奉仕の使命を完全に果し得る様にしてや

るじは如何にすれば効果的であるかということを

第一義に考えてあらゆる種類の塵校建築の内外部

の設計をし友ければならない」と云う概念が念速

に一般化しつつある。

ある急進家達は こFりコ立波友原王理璽zを旨在予衆Rの毒接毎校建

事築奈が「墜問するための寺院」であつ7たとのに封照し

て新しい身皐喜校建築は f，車堅E問する7たとめの工場」でえな主

ければ2友主らら.ナTなよνい、と νい、うとと zそk意味するものと解漕

してνい、るように

的影響力という大切え友主要索zを旨見落してνい、るもので

ある。との美的影響力は園満に霊達した人生の精

神的危面に資するとと大友るものである。

叉ある人々一一部の建築家そ も含めてーはとの

原理を一切の規則や標準を無くしてしまうものと

解 穣 L た。それで世間一般に論議を生歩・るような

新奇ゑ構遣を設計して自己宣停のできる自由主主分

野がすべての設計者に提供さ れたと とになった。

時としてはかかる冒険仏軍に一つの警告 とし

てみれば、 有袋なも のもるった し、叉時々はとれ

によって慣値ある新考案ず作り出されたとともあ

る。レカし、大部分の場合は幼稚園の児童の間番

17 



の. i ! t 似をしているように見え忍とれら「護術家J

建の集まヤれな、時には「サデ 4 スト」的な歪ん

fさ感尭. : 2 : ' ' l ! ' 現してみたにすぎない結果に終ったの

である.

小さい子供遣の心と手 tててよって出来た場合には

とれらの焦結はは守れているが、暗示的fJ . 線と色

彩の? と〈りもたのしく叉推賞すペぎものと考えら

れる. 併し髪を生やした大人のつくった此の様な

ものは緒でも彫刻でも理解し難いものである。

しかし、現代の建築家の中じ も多 〈の建金主主多

守れた人々がいてほんとうに新しい型の墜校建築

を創作しつつある。とれｾ ， の接校建築では建物と

その中で行われる叡育の有利のためにどうしても

必要注らば一切の「菓子パン」 型Jの装飾や、傍統

的な「敏育」観念の幾分かは惜しけもな〈棄てら

れているのである。

私は本年の初頭にアメリカの食新の肇校建築の

多くそ訪問する特典. : 2 : ' 奥えられた。私は私達の職

業のとの重要部門に於ても積極的な進歩が途けら

れ、理想的な標 準に向って進んでいるのを賓際に

見て大きな喜びを感じたのである。いかなる種類

の建築でも 、佐宅、 公立墜校、公立数 合. 以上に

庚汎主主叉深遠な影響をその民俊kこ奥えるものはな

い。との三者は人格完成のための薮育に基本的主主

役割をするものである。

私は何も事校建築の理想型がすでにつくられた

と云っているのではない。理想的な諸標準が現れ

てきつつ あると云っているのである。恐らぐ、ど

んな場合でも 最終的な理想、が賓現されると とはな

い。僚件が費クて新しい必要が生じて来あと常に

建築にもさ ムに一歩進んだ費化が必要になってく

るからである。各時代、各民撲によって考案され

た最上の諸要求そ寄せ集め綜合したものが結局、

人数に多くの論理的主主能率的な、健安的な建築の

諸原型Jをあたえるととになると考へられる。これ

らの原型の中か らすぺての人類は自分等をとりか

とむ生活保件、多かれ、少かれ安定した環境に適

し? と住居を選ぶととができるのでるる。

最近の教育施設が私に最も好ましい印象を奥え

る貼は建物の定まった裂に入閣の活動及び人閉そ

のものを拘束しようという古い観念をすてて、建

物そその用途及び占用者に遁合させようという集

18 

風が増してきている酷である.

新しい肇校はｾ生ＮＺＲＺＧ引きつけ、接生ＮＺＲＺＧ犠快で健

康的にしておく場所である。とうして事校は常人

には幸踊な経験と考えられるようになったのであ

る。

教室は最早、生徒. : 2 : ' 慶治し、その探究の自由そ

拘束する場所ではない。数師と生徒はさらに奥探

い異質. : 2 : ' 探究すあための仲間になったのである.

彼等は自由に建想や経験談を交換する。 r座 席J

は舎議机のまわりにな らべられた普通の椅子でも

よh、。

教授遣も考基金と一緒に座り 、製生に説教するよ

うなとともなく、又ある首題について自分の舎得

したことについて講議するようなこともしない.

どの製科目が研究されている時でも、接校や「カ

ν ツデ」の気分の中には胃険的な、進歩的な感号f :

が満ちている.

戦育は卒業詮書の獲得で・終るものでは友いとい

う事置は公立の「ハイスクール」や「ヵ v ツデ」

で行われている成人被育によって明かにされてい

る。との毅育、業他ー麿庚汎になった毅育の諸領

域のための設備もされなければなら主主い。

緒や、 v コ一人業他の知尭資料による、硯聴

畳教育もますます磨、用されている。科接2霊験室 も

ー居、贋範圏念、且完備したものになれそれぞ

用いる〆ループは次第に少人数にI ' J : !J ，個人的に

賓験が出来るように成って来ている。探求は奨勘

され、知識の賢地穣用か強調されている。とれら

数育上の進歩はすぺて、その活動をさらに完全口

するのに適したよりよい墜校建築を要求するので

るる 。

現在迄のととろ、察使建築の最近の進歩の最た

るものは恐らく「ヵ v ツデ」叉は「ハ 4 スクール

J の周書館の進歩的な新型式であらうと恩われる

圃書館の古い観念一製佼用のものも、市民用の

ものもーは悶筈・を保存するための安全念場所にす

ぎなかった、図書館は 「書庫J ( 時にはとれがさを

床面積の大部分そ占める。〉を中心にしたもので

友ければならなかった。との書犀の中に審物が火

事や盗難の心配なく格納されたのである。との書

庫から、数時間又は 1 週間といった期限. : 2 : ' 切って

讃者に貸興するために、 1 度に 111骨叉は 2 冊 の 本



ョデ番人じよって運び出された。 読者は貸出し及び

返納の日附のスタンフ・. : a つけた番説付のカー F .:a

持たねばなら主主かった。呑人時書物主主出し入れし

叉「書庫J tc他人が入るのを防ヤために、終日机

に向って坐っているか、叉は書庫の扉とに らみ合

いをしていなければならなかった。後に、との監

獄の様な様式は少し訂E された。即ち少数のさ基生

とを士授が書庫に入るととそ許された。一塁手庫の中

には、との中で勉強するために、窓のそばに棚の

ような机が配置されるようにたった。

今日では、との緩主主描篤はすっか P費えねばな

らない。現在では何回 も出し入れするには古くた

りすぎた珍しい書物、 「髭史的な債{ 直で保存され

ているかけがえのない標本、特別の研究や星第位論

文等の準備上必要君主特殊の専門家の参考文献金事の

みそ保存するための防火的な、用心のよい、小さ

い特別室があるだけで「昏庫」段無く友ってしま

った。

一般的君主勉強、研究に必要主主一切の書物、雑誌

文献はすべての讃書室の開け放しの書棚 tc J j 1(めら

れている。政授同様すべての畢生が自由 tてとれら

そ取り出すととができる。

大きい室が 7 尺以下の書棚で数直言却にわけられ

ている. とれらの棚はその向き合ったものの聞に

説者机と椅子が入るだけ充分友間隔をおいて配置

されてい る。讃者は 1 叉は数冊の書物. : a 自由に選

び、待つととなく直ちに望みの本が利用できる。

だから図書館中で費した時聞は完全に勉強じ利用

できることじなる。讃み終ったら、讃者は本をも

との棚に戻す手間費やさなくてよい。設書机 か 叉

は特別の棚の上にそれらの書物そ置いτ おけばよ

いのである 。番人が使用済の本をすべて棚に戻 す

とうして順序そくるわすことが友いから、常に

書物が見出 L 易〈棚に配列されているのである。

番人は通常、勤務時間以外は穆生で、との仕事

によって皐資の一部叉は全部を獲得じているので

ある。

との開放書庫墨lの園書館は書物を利用する星第生

の「パーセンテ 4 ヂ」及び讃害時間の長さの雨者

左大いに増 l - ; とと云われている。図書館の使用が

簡単で便利になった。そして、その結果、そとで

勉強する努園祭全体がより一層ー「ノーマルJ t.z:も

のになった。

将来の事校図書館は恐らし全部との新らしい

理想、翠Jに一致してくるのでるらう.

i PTAJ の活動によって、両親のもっている数

育についての関心の大少が率校建築にも影響して

〈る。両親の活動と成人殺育のための室と設備が

現在の新しい集校では必要と考えられている。

所調「モグーンスタ- 1 }I.- J の建築の方が停統的

t.z: i スタイル」の建築よりも撃校建物のこの新し

い蓮皆には適合しやすい。併しながら我々建築家

はとの新しい行き方を用いるに賞って充分注意す

る必要がある. 外面の人. : a 驚かす効果のために、

建物の内部の有用さそ犠牲にすることが生じ易い

私遣はこの「スタイルJ . . r 正直に、且教育の利益

に用いえ主ければな らない。新奇主主「フアサード」

そっくったり、故意に平衡を破った b する我 k 自

身の巧妙さを展示するための道具に、との「スタ

-1 )1.- J  . : a 用いてはたらないイわ今かな地震にも粉

々に主主り、強い風が吹けば倒壊する様に見える構

造物をも丈夫にっくりあけるととを「コンクリー

ト」と鋼材が可能主主らしめた。しかし我 k は「モ

グーン」であろうとしてとれらの印象をあたえる

構造物そっくってはならない。進亥的主主、よりよ

い獣育施設を開拓するため必要な時にのみ、かか

る技術を用いるべきである。我々建築家は箪に能

率的な教育法に向くだけでなく、その中で皐び叉

は毅えるすべての人の審美的、準術的、および精

神的生活K 健全君主影響そあたえるような皐校建築

ぞ創作するととに努力を傾けようではたいか。

( 輔 ・ 汁 寸 ス 建 築 繍 服 一 柳 締 留 )

欝者 ・ 大 林 組 研 光 都 谷 口 伶 武

建 策 ⑤D 金 粉

ｊ ドアＭｽｾンガ一
筋? 工場倉庫・ガレージ

白 E のe l ! に御使用を街l奨

ご人 め致します。

t  

吊下げ重量

1号- 60kg 2号旬100kg

( 全国有名金物)

庖にあ b ます

J.O.J 印ドアーハシガ F は率制! の周囲は銅袋

入ロ F ラーペアり γ グ量産置に成って居 b ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈取イすには吊下げを

自由に鯛節できます。

製造元・大阪・大同鐸謹株式会社
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題主の築建
まi:'lbi

T'ι 
島

4

文

働いて却って共同体としての文化表現が乏しくコ

ムミユ= テイ自体の利益に反するものが出来ると

とになる。どの賄各方面から反省しなければなら

ないととと思ム.

2. '  

校舎建築の主題は、通製域としてのコムミユ=

テイの生活に強〈関連するととでb って、その共

同体のるり方がそのまま表現されてくる。それは

事童の生活や感情は、家庭生活の様相そのままの

中にあっ℃父兄の生活や趣味感情の圏内から一歩

も出ていないからで、校舎がそれと余りに遊離す

ると、却って磨重の幼弱友生活を打ちく? さいてし

まう。といって因襲になづんだ非科接的及型ｾ杯

守することも避けなけ，V 1 ばなるまい。そこでとの

問題を少しく分折して見るととにしよう。

小接校建築は、住宅建築に次いで生活機能との

関連の深いもので、感情的にも趣味的にも大きな

影響力ぞもっととはゅう迄もない。だからととに

考へるべきととは、住宅、身長校ｾ包含したコンム

正藤伊

一口に謬校といって仏教の上でも、技術の上

でも問題の多いのは小墜佼舎であろう。ことに、

関東大震災め復興に次じ闘西風水害の復興ｾ契

機とし一方偶々1900年以降欧州の機能主義乃至構

造合理主義を中核とする新建築勃興の波にのって

特に大き主主動きと特色そ示したのだった。しかも

地方自治体の大きい事業として、比車交的規模の大

きい公共事業費の割営ての下で、事霊の背後を局

すところの世曾共同体としての通墜域の利害や、

感情や、共同体内の生活と直結するととるに、建

物は簡単でも計蓄の複雑さを菟れなかったし、そ

れが特徴でも Sうつ? と。それが意匠形態にまで影響

したものもあろう。一方に事合委員舎の張表する

構造基準や取締法の制約により、殺室既置も矩計

も大要は僚準化されて行つ? と l惑すらあ. Q . それだ

けに便利でもl > tJ ，商白味は削減されてしまった

ともいえる。現今でさえ、営時からの基準が枠に

たって、地方の墜校計宣誓ｾ或程度制約しているよ
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岸
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庚さも充分左翼宮地内に

わぎわさ" 2 階建木造校舎

ｾ規準通りに建てようと

し、. 1 f 家の方が快適で安

全で経情主主筈のものが採

用されゑいとゅう予盾や

行過き可起っている。そ

れは村や町の P T A や委

員合の考や、自治体の常

事者の遁癖として、東京

や大阪の施設を批判なし

に、あとがれの眼で見る

ととに原因するのと、技

術者側の見識の低さが災

する。だから、町村の共

同体としての意見か強〈
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ミユ= テ 4 の生活一一物的. 精紳的に、ーーを左

右する4条件を、その地域、地方の歴史性なり風上

位なりとして認識し、吟味しないととには、文化

的な施設としての方針が決められないわけだ。

人聞は規則忙しばられるととに馴れると、何を

するにも基準や法則に? とよるように7 : 1 : T  l 器準や

法則を作るととそ先決的なととのように錯誤する

た命、場所も場合も無観して、之に従おうと努め

る。基準や法則は文化で もな い し、生活でも主主い

のを忘れている。とんなわかりきった間違ひが、

建築界の l 隅にもないとはいひ切れ主主い。まして

小泉校舎となると、地域主主として表はれる風土的

な吟味が忘れ られ勝ちではないのか。ほんとうは

との資料がこなされて、機能となり、更に審美性

も生れる筈なのだ。先刻述べた周囲の中の買い取

地に僅か 8 接叡の 2 階建佼舎を建てたり 、或は叉

東西棟校舎 2 棋を要求したさ基佼側の意見そすてて

役場側は南北棟 2 階建 1棟にするよう押切ってし

まったり、その ｾｴ｣ 西の頁を真蛍にうける闘係 上

5 寸角と 4 寸角抱き合せの基準の桂を使って、 Z象

算をはるかに超過して困っていた例 もある 。校舎

機能が、住宅機能に吹いで重要性の言うるととは、

歓米の新建築家の代表的な ものが、アパートメン

トハクスや小撃校舎に多いととてもわかると思ふ

3. 

キリシヤの建築家 カランチノス氏が、由緒深い

アテネのアクロポリス丘鷲t亡を代的 7:1: 11、製校を作

っ? と潟真右見ると、 背景には特に修理中の足場の

かかったパル テノン榊殿の列桂が見え崖下には、

8 駿室 2 階建鱗筋コンク リート遣の新 校舎がる忍

それは南面す る卒滑な白亙壁に、住間一ばいに庚

い窓をあけた? ざけのデダインである。附近の 4 タ

リアンタ. i f J レ葺の勾配屋根の聞に、コンクリ ート

陸屋根の校舎があるのは、一躍不調和と恩はれる

がよく見ると、丘の久カイラ 4 ンが71<. . 2f に室を直

切り、それと略卒行た校舎パラ ペッ トの絡が、却

って、伸やかに見え、撃霊は屋上庭殴から紺壁の

海景ｾ眺め つう遊び 戯れ ， ると と が 出来ると思ふ。

とれは古典様式の代表と モダン建築とが、アクロ

ポリスの崖を帯字紙陀上下に差挟んでいる奇観とも

いえるが、意匠の精紳が予盾していない努t で、不

調和に陥っていないのが面白い。アテネ は窓庇の

機能を必要としない土地故、とれで意匠の風土保

件は充されて いる答。と こでヨーロ ツパの現代校

舎に共通する意匠形態主 2 賠あゆられると思ふ。

( A)  鞍室の外壁側には桂間一ばい、 天井面ー

ぱいの庚い窓を設けている。

( B)  窓には大方、傾斜内廻時障子( ホッパー

型) ｾ設けて横断換気を計っている。

とのととは、換言すれは事校建築の基底に、常

に、 環境僚 件 島理 ｾ深く考究しているととの裏書

でるる。具体的にゅうし採光と換気との効果的

主主鹿理法である。いてλ古された僚件であり、叉新

しい各地方でのデータでもある。そうゅう、風土

的僚件の鹿理手法から、生活表現としての美観の

特殊性も表はれてくる筈である。( 挿緒参照〉

ととるが通風窓、- r e 大医市の事校じ感用した経験

では、使用者側が殆ん r 祭にも止めないことが多

く、閉め切って臭い室祭の中で卒祭でいるのには

明か拍子抜けの感があった。との理由は、大阪地

方の夏の高機に馴れている習慣か然らしめるのか

と想像 している。 6 月ともなれば、東京の郊外電

車は窓を 2うける場合が多いし、婦人の結ひ上け・? と

髪が余りに賃Lれない限 bは、捜に営る霧雨や風の

リノリユーム鎖鯵リノタイル

特 製 9 ノ 9 ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 位

本 社 ・ 工 場 兵 庫 鯨 伊 丹 市 伊 丹 五 五 入 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大 医 事 務 所 大 政7盟主主事官ロピル 東 京 支 庄 東 京 都 皇 室 雲 器 開75pf J レ
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E霊感はむしろ快適とするのが東京人ぺあるが、大

阪では可感限度以- 下の風でも厭い易い。大限府で

は結縁激防の目的で; 害、あけ運動とゅうのそゃった

が、東京都ではその必要がないらしい。梅雨頃の

電車は殆んど締え切って、ムシムシする暑さの方

が、風省りよりも耐え易いように見える。町家の

努裁も通風よりも日蔭を愛好して作られている。

ｾの日営れ夏の風通しを欲求しながら、反面に

は空策の動きや刺戟性の祭候よりも、暖かさを求

める休質的な好みが見える。関東人よりも大医人

は、いわば耐漁力が大きいよう把。とれが大阪の

風土性で( b ! J 趣味性なのTさと思ふ。そして温風窓

利用頗度の少い原因でもあろうか。日照に L ても

東京よりは大寂の方が強い主主か、窓の扱ひ方に、

採光の温照そ替のる必要がある。之が日蔭の苔庭

ｾ愛する趣味に通今るかも知れない。話は費るが

建築ｾ境の研究は近年盛であるが 、理 率的資料に

傾き易〈、生活乃至生理心理のクリテリオンにデ

ータ凌求めるものの少いととを遁憾に思っている

採光とゅうと、太陽簿射と窓の関係に止まら? に

〈大切ではるるが〉精紳衛生的君主問題や、審美的

鑑照にまで関連してこそ建築接的危データである

と思ふ。それが嬰校建築では特に心要な筈でるる

とこでEをされた思付きの問題があるから遺伝けて

置しそれは、北日本の積雲地方に於ける皐校建

築そ如何に扱ふかとゅうととでああ。差是山村の雲

の日の住む方は色々研究があるが、校舎について

建築衛生乃至建築機能の面から解決がほしいと恩

ふ。例へば積雲時の採光は、主に雲の反射光であ

るから、下側方から射入するのに劃して、天井面

の反射鏡散在効果的に扱れるべきであろうし、し

かも暖か味のある色調も慾求される筈だろう。と

22 

ぺヂスタ見守露

五欝依藤・玉期短縮

太 3単語E株式禽批

大阪市北区絹笠町堂ピル3 階

いって遁照照度下の眼疾について も考慮が必要だ

し、夏はどらするかのとともあろう。又空っ風や

砂撲の多い地方の冬の遇策窓しとて、ドイ ツの例

にならって木綿のスクリーンを用ひて見ては如何

で重うろう。或は他によい防塵通風装置に得られな

いものであろうか.

叉、地方によって皐童の快適体感温度が相営に

遺ふ筈である。刺戟性ｾ僅かでも欲しいものと、

温暖さだけに強い要求そもつ人 k との聞には、快

感帯の位相にかなりのズ ν がある筈である。とれ

は、家庭生活、つまり、食物や被服地、更にその

重ね着の度合の習慣が、永い聞に作り出し? と生活

体験に順臆する感覚でもあり、手法でも言うるから

基準的念事校の教室祭候だけが、家庭生活から余

りにかけ離れているととは、まpって危険である。

Tさから環境僚件に封する機能性ゃ、構造材質によ

ってその一つ一つの意匠形態に嬰化が嘗然に現は

れるとゅうととを念頭から廃針1ないようにしたい

此頃の動iJ- 的及、余りに基準本位の接佼建築を

見て、味費まなさを感じて、特にそれを思ふと同時

! ' ( : 、今後未開拓の裏日本の小事校や新制中接の建

築に劃して、新しい意匠形態の美喜と期待しようと

思っている。

( 量医者・大阪市立大患家政摩部数授D

機関誌『家』

昭和25年 7 月鳥取豚に於て鳥取骸建築協舎が設

立され機関箆「家」が創帝 ｏｾ れました白

地 方 文 化 。 香 P 高い誌の御室E展を心か b 祈り

ます。伶ほ1 i ，o誌は一部図書室に御座居ます故。

御 覧 下 さ い

寺 町 / ) ス

フローりンヴ-

ｾＱｴ 六 ｩ 畠ＮＡｉＮ ･ 事

有任施工

田辺工業資限曾社



新 制 中 準 校 の 教 育 計 匝 ! と 平 面 計 画

職後ぞ 白〈ぞく建設されているととるの一般新制

中事校の佼舎を見ていると、新らしい教育理念に

基く殺育計脅の内容にマッチし? と建築の計書そし

怠ければ友らない筈でa > るにもかかわら今、多く

の教育関係者やそれに闘係する設計 k 醤捻営者等

が、とかく 数育計者誌の無脱された平面計癒をして

いるととが多い。 一般的に普通数室のみに重鮪が

置かれ、その平面計百おは数室を羅列した直線的友

ものであ b 、その 中央に先生や来賓のみに使用す

あ玄関車寄せを配し、生徒の出入りする人口は隅

の方に小さく配置するような、封建的君主形式f.e示

してお P叉講 堂や次の建物の計茜そす る場合に困

難 f.e来すととが多いので、護士育計苗に則した全体

的主主平面計笛をさ れる よう、設計々歯機営者は、

感佼の設置者に劃して鋲憩して欲 しい.

新しい事校の数育的内容の特色は従来の事校の

教育内容と臭っており、 一般毅養と職業教育と の

調和f.e採っ て圃満主主個人f.e完成し、より良き吐含

生活ぞ管むさ字幅主主人格を養成するにある。従てつて

生徒の感脅活動は数科に闘蓮する接習活動に止ま

ら今、各種のク ラプ活動、特別数 育活動、その他

蹟範園主主活動が必要とせられ.̂L いる。

とれらの諸活動の大部分は校舎内で行なはれる

が、その他社舎数育に関連した施設等も :佼外から

校内活動に採り入れられるととも多い。

決に生徒本伎の自習的主主筆習活動の行われるプ

ロセス をあけて見ると。

A 、採究活動一一… ・・射践、計画、遠足、観畳教育の

研究、

B 、智識獲得活動… … 問題解決、実験、践者、情報蒐

集 、遠足、親箆敬背の研究

C 、 表 現 活 動 … … … ・・ロ談、 官己主色、美術、管策、演劇

律動的活動、建徴的活動( 模型、画案毒事〉

D 、喜平債活動… … … ー・自己評領、相互野償、テス ト、

池 回 倖 窺

展示品の盤理

E. 最終活動… ー・… … プログラムの澄表、演劇妥表、

展示命、メーテイ討議

以上のような活酷のプロセスが数育施設に及借

す影響は復雑であるが、数室の例W つ いて見ても

載科内容の費 化 に 給って数室内の設備が在来のも

のに比較して、はるかに豊富たものにたる。事習

上の鞍材設備につ い て も バ ン フ ν ツ ハ 準 校 新

聞等作る場合には、一般数室の外に印刷や製本の

ための設 備を要し、潟真、ぶスター、緒書官、地周

園表の類の撃習のためには、茜室、製園室の外に

暗 室、展示室等の設備が考慮され、幻燈、映街、

演劇等のため の、暗室、 ステー デ、映寝室等が必

要と方: り、その場合には機械換祭の設備も考慮さ

れる必要がるる。叉鹿売か ら来 る数育の効果: をあ

けるために、ラジ才、 V コード等も数材設備とし

て活用されなければ主主らたい。その他、日照、採

光 、 通風 、便所、手 洗い等衛生的にｾ境 ｦＮ･ 作るた

めに専門技術的に解決されねばならたい。

一方皐校組織の方法を見る と生徒の事長国方法に

二週l : J a> l:J ¥組分け式 と数科分け式が考えられる

小型昼校は原則として組分け式が多〈採用され、中

毒昼校のム部と p 高等製校の大部分がを土手|分け式に

移行されるようであ れ 大撃は殆んど験科分け式

となっている。組分け式と云われる方法も数室の

用ひ方によって色々に分けら れる。

1. 懇意及毅室型

2. 撃叡教室、特別教室の併用型

3. プラツーン翠j

ｾ叡数室主 ｬｪ は主と ｌ て小署 長校に利用され ている

型であり 、製級教室、特別護士室の併用型は、従 来

吾 が闘の小皐校、中撃校に普通一般に採用 されて

いた。然しとれは特別教室の利用率が悪〈、例え
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ば一日に 2 、 3 時間しか使用したかったり、或時

は 1 週間に 2 、 3 時間しか使用しない特別数室が

できて賓際的には不糎演であった。プラツーン型

は最近諸所化採用されだした型で分図式とも寵さ

れるのでるるが、皐校の全体のクラスを二分し、

同教のクラス. : i ' 2斑に分けて、一方の斑が一般毅

室を使用しているときは、他の斑は、特別数室、

講堂、体育館、運動場等を使用している。つまり

二つの斑が一定の時閉そ区切って交替す戸る方式と

見てよい。

教科分け 式の建築1 f - 面計画そする場合κ 同一系

統の教科毅室群、即ち理科系の教室とか、家庭科

系護士室 とが、工業科系教室とか、農業科系教室と

か 、 或は差芸術纂能 ｾ［［ｉ 系数室をまとめて、それらの

グループとして取扱い、そのグルーフ・内の相互関

係と、それらグループ外のもの、公民館、図書館

、管理部等との、相互の関聯性を考慮に入れて計

脅する必要がある。

又一般数室部分と職業科系教室の結びつきを、

その教科課程の内容から逸脱し主主いよう、とくに

正常な均筒そ維持するととに十分考慮、を挽うべき

でるる。一般には普通系課程が 6 に射 して職業系

課 程 は l の割合におかれるが、新制中接佼の平面

計誌の管際において、ギリ用度と経済上の商から見

て 5 劃 1 の比率と考えてもよい。

大体以上のような考え方に基いて、数育計置が

練られその護士育の根本方針が夫 k の皐校の中で討

議決定される筈である。それらの計置が平面計E盤

上安常でdうるかど う治、によ b 、叉財政上の考慮、も

一 憲勘案 して、建築計書担嘗者は種 k ( } ) 僚件じマ

ッチするように立案されなければならない。と く

に職後の事佼など戦災地の場合は、焼跡の残存し

た送礎にとらわれて、計置にそぐはない平面計苗

をするものが多い。在来基礎の甫使用されると云

ふとと段、建築費が安債であり、工期が手早いと

云ふ安易な考えであり 、古い形式の校舎の再現に

満足し、つぎはだらけの卒商を持った事校を遁る

ととになる。然しとれは接校建築計画担賞者にも

多分の責任があるのではないだらうか、たとえば

財政的に墨力そ受けたとしても、新らしい毅育内

容にあう墜佼建築計画の霊震に努力しなかったの

ではあるま いか、一際反省して見る必要そ感じる
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感佼の卒菌計画を樹立する場合に、その撃I佼の

教育計画に基いて、ｾ重量止と接級車止から皐校施設

の輪郭を決定する。中襲佼の接重量立はその市町村

の人口量生の 7 %か大体強想、されるので、一撃級の

生徒の定員を40人 - 50人牧容するとして計算すれ

ば、大体において何事級の規僕の接校と云ふとと

が判断できる。との場合人口の増加率を見込んで

おくととは必要友ととでるる。

校地についての細目については他の機舎にゆ守

るとして校舎難地の外に、運動場の康さそ7 0 mx

120m依採れるようにしたい。運動施設としては

200m トラヅ久野球場、テェスコート、パ v ぶ

- } t - コート等が奉けられる。運動場の外に庭園計

画右 l ておくととも、とれからの拳校施設として

は必要なととである。防火、養魚〈飼育、観察〉の

南面から池. : i ' 遁り、その池. : i ' ! 中心とした芝生の緑

地帯や植樹計画するとともよく、更に生徒陀とれ

そ計画し賓施させるととは社合毅育的な意味で面

白い結果が得られる切ではないずさらうか。

校舎の平面計画としては、講堂、 園書館、一部

の職業科系教室部と家庭科系毅室部は、蹟くその

地方の公共枇舎の教育施設と して考えられること

が多く 、 他の鞍室部分と分離できれば申分ないが

佼地によっては、それもむづか しい場合があるが

原則としてその精紳は計画上守りたい。

教官室、事務室等は園書室も含んで管理部とし

てー鮮にたき、四方の諸系統群の教室に便利な位

置に配置したい。 一般毅室部分は一群として、一

楳にまとまり をつけて、他の特別教室と呼稽され

る建物は、夫々一群にまとめ、各群各部の親近関

聯性. : i ' 考慮して位置し、玄関車寄せ等の如き利用

率の面から不経済と思われる部分は取り除いて、

建物を防火的にも開放式に配置したい。各建物の

中閉じは芝生を植えて中庭とし、ととを遊び場や

野外ステーデ風に使用される場所としてもよし

各建物との色彩の調和も困るようにしたいもので

ある。木造校舎の場合特にIJ 、使室、便所、給食室

のま日き、火祭臭気の心配の多い建物は大きな椋か

ら離して濁立した方が便利でまうる。

ヲえに各系統別の室の設計上の概要をあｾＮて見ょ

う。



管 理 部 系 統

事務室・ …ー ・・ 皐級数によって事務職員敬が定 め られ

てい るが 2 - 5 人 のi枝容力を見て 4 mx 6 m ( D室で大凡

そ間に合ふo 小規模( DJ ! j / t 校では数 合室と重量ねても良い口

校長室 ー ・・……校 長 室は桜毒事 室と敬白Ｎｾ置 に隣接して 設

け 4 mx 6 m乃至 6 mx  6 m 程度@ 大い きで よいD

量士官室…・・・ー…最近の敬官室は教官の休憩室主として考

久、叉自己の創! J 1 t てられた敬室を持たない敬官 の事 務

室と L て使用され、主として敬官の参考阻害を具えてお

くとと ろであ P 、 携 任の壁土釜を持つ敬官は自己の擁任敬

主主に銑毒事机を持ち、大部分。時間を捻任の教室で過ナ形

式をとる傾向になっている。

衛生室… … … - ー衛生室は珍療室と休型皇室からな P 、規

模の小さい皐校では診療室と休幾重は合じ室でもよいD

' Qほ休重皇室は田宮苦言 の良い、静かな位低におきたい口 貸

さは 3 6 m
2
_ 4 8 m

2
程度で問 Uてるう

D

宿直室、小使室… - … ・… 宿直室 は 放課後 の摩校管理者

の宿直にあて、 4 m x  600 程度。B聴きでよい。

小便室( 公使室とも云ふ〉は休慾室、更衣室、浴室、物

従毒事か b 3 0 m
2

内外資芭を有し; たを用いるととが多いの

でなるべ〈別様に配置し? とい。

舎議室ー or ' . … '… 1人当! J 2 m
2  

( D床面積が必要であ P

衛生室に隣接していると体格検査の際便利である。

蘭書室… … … … 圃客室は新らしい壁土育の商から、生徒

の自習的な事習活動が主体となる考えから生徒の自由な

自賓客や、研究に使宣を奥えるような聞密室ですよ〈ではな

らぬものである。聞書室は叉自由な閲覧許申でな〈、薗

骨量t室としても利用される o 中経校の図書室( i ( は特別の

盤wは必要とせず、閲覧室、整理室、小集合室を要する

図書室の大きさは最少限ー摩級の生徒I l : を牧容し得るか

又は全 校生 徒<v 1 0 %<v牧容力を持たなくてはならない。

教 室 部 系 統

一 般 教 室 … 一般教室は木造校舎の場合に『日泳

建築規格 J ES 建築 1303 、木造中事佼建物』を参照され

た ¥( ' 0 鍛筋コ y タリート校舎については殺近建築皐舎か

ら基準 の鮮細が護表される C で、それを参考として計画

されたい。? よほ歓室。利用方法、採光、その. f t I ! tてついて

は建築雑貨、( 24年 6 月〉皐校建築特集貌を番照されたい。

理 科敬室… … … … 工作室、家庭科教室に隣接L た位雄

にあ れば水道、電然、瓦斯毒事。各附宇野工事に接績で量る

ので便利である 0 11i さは一般教室の 2 劇場し程度必要で

ある D 中居校の実験設備ぼ集中約に配躍する程度でよく

映寝袋援は是非設けたいD

重 ｅ 能壁土釜Ｍ…随函ｾはできれば北面光線と ｌ 、モデル

台、給水流しを設けたい。音幾重はなるべ〈講堂。内部

に考えたい D 作曲作間は一般教室を使用 L 、 p メム、メ

ンド、= ーラユの練習には勝堂。ステーヂを京IJJ 羽し、基

礎的な普符の練習には鱗堂背後に叡けた公共量土曾用。曾

際室無音策室を利用したい。

職業数室… … … … 公共居士舎に関聯あるものとして、で

量得れば勝堂の近〈に鑑けば、便利である。農工商水産

科に分類される@ であるが、その利用度の駄において例

へば工業教室で町や村D 人 ，q ( D使用する袋器具停の修織

であるとか、研究試作者ヒ、そ C 準校で行なえば生徒自主

的研究になるし地域鮭舎の人々の貫けんにもなるであろ
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デの方から見て不都合がある c と、騒がしい感じがする

ので爾脇に出入口を鮫けるべ垂であるoλI、規模の耳鼻校で

は軍事堂と体育館を乗用しなければならない。と C 場合監査

地では講堂本位に、袋地では冬期運動場が使用できない

ので体育館本位に鮫計し? とい白木造の講堂粂体育館にヲ

いて 3 種類。苓準が近〈文部省数育施段部から示めされ

る設定で ある。

以 上 平 面 計 画 の 大 凡 そ を 述 べ た の で あ る が な ほ

今 後 艶 筋 コ ン ク リ ー ト 遁 校 舎 等 始 ま っ て 来 ? と の で

研 究 を す す め 、 理 想 的 な 中 身Z校 そ っ く り た い と 考

え て い る。 文部 省 教 育 施 設 部 で は 、 木 造 、 織 筋 コ

ン ク リ ー ト 遣 の 建 築 モ デ ル ス ク ー ル を 指 定 し て、

世 の 研 究 者 の 参 考 の ー っ と し た い の で 、 色 々 の 資

料 体験、御意見ｾ寄せられれば誠にさ告であるＮ

と と に 示 し た 中 事 校 卒 面 計 画 圏 案 は 目 下 賞 施 に

移 さ れ て い る も の eある。

文 部 省 管 理 ‘局 ¥

敬育施設部建築指導室 l

指 導 監 査 掛 長/

うし、軍士命数脊の集 Ａ＿ｬｩｴｾ 脅する毒事会するととがあると

考えられる 0 で、: そ@ 工作的な数室内に木工室、金工室

、 電策室等 を俊けて、それぞれの機獄設備事敬兵庫、作

品置 場 、流しＨ研易 〉給 水、電書 Ｑ｜ ｲｄ鮫 備類を兵え た い ｯｾ

C 際さは大きい程便利である。

家庭数室… … … … 裁縫、洗濯、割烹、種法に分類され

るが、一;貿L t と位置にある方がよい。職業塁走室。倒と同

綾に ととも 多分に地域経舎の人々に利用される ととが多

い。裁縫室は昼式で な く立式にす るのが衛生約で推奨さ

れている 。 とc 外に洗沼室、染色室、俵縫室f 研究室う毒事

官空ければ理想的である。害u烹 釜p 設備に家庭内の台所と

同様な形式を持ったモダ) v t ーム、ユ エツ トキッチンが

置かれればなほ良い。秘法室の今迄の考え方は昼般の大

尉聞にしていたのであるが、特別の生花とか茶のけいと

に5利用する外は昼政き にしない方が よ旬、o i l Ux-の! i [ は、

不衛生である許 P でな〈、宴曾揚に利用される恐れがあ

り敬育上ふさわし〈ないととが多い D

勝堂、体育館… 一… ...m聖堂は一般社舎に利用されると

とも考えて、公民館的な要素を採 P入れたい。鱗堂。出

入口は今までは婆側からとる@ が普通であるが、ステー
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撃 校 教 室

1 教 室 艶

終戦後、 5 ク年たって人々の精神も生活も少し

は落ちついてきた。身包校に於ける教育も少しは落

ちついてきた。接校毅育主主 r というものは、きわ

めて徴力な.も ので、世曾欣態の一つの伴奏として

の外、何等なすととろのないものである. とれは

世間の人はトヅクに自明の毘理とし C いるととろ

で ib るが、世舎にあま b 関心のとほ・レい、叉体力

も精榊力もその量に於いて乏しい教育者は、との

民理がわからたかったのである。終戦後の 5 ク年

の実際経験によってとのととがはっきりとわかっ

た。謬校に於ける、数室に於ける生徒、児童が少

し落ちついてきた。一ーとれは我々毅育者の叡育

のカによるのである。という較育者はなくなった

とれば位舎獄態のなぜるわぎである。

との頃の社合欣態が喜怒校教室に如何に反影され

ているか? 、一言にしていへばアメリカ流の反省

で ある.

日本の在来の小、中撃校の護士育のやり方、施設

にもよいととろがあ b 、日本の経桝獄態に適した

ととろがるった。というととがようやくとの頃、

鞍育者の聞にわかりかけた。

先づとの観点にたって新制高等製校、新制中磨

校の教室教から論じよう。

護士室の1設は最小限、その撃校の事級数だけは必

要である。各事長及は聞定数室を持つべきでまうる.

とれはきはめてわかりきったととで、貧乏園日本

の謬校として、最小限の要求であるが、との要求

はなかなか実現されない。

それには、アメリカ教育の影響がある. 建築雑

誌25年 6 月践の大串氏の論文にあるようにプラツ

{ ン型が理想的というのでまうる。即ち一日中のい

づれの時聞に於ても拳校の教室という教室全部 フ

ルに使へというのである。成程、固定教室、いは

ゆる製叡教室型では、一日中の或時間では教室の

日{ 立はあいていることになる。とれは不終桝f三、

の あ り 方

堀 口 甚

日本の経済扶態からプラツーシ型がよいという.

然しこれは、教育現場の実情に封する認識不足の

意見である. それは何故t; 、といへば、私はとの= ナ

ラツーン型、一名グーリー・システムともいうが

とのシステムを採用した接校数育の経験そ 15年 程

もっていて、この欠点を身をもって体験したから

である。

プラツーン型、決して新しいものでない. 20数

年前から私の前任校、大医府立西野田工業高等

拳校、嘗時は西野田職工準校といったととろで実

施していた. グーリー・シムテム採用の日本唯一

の製校として、その営時の飯田吉三郎校長、土屋

三郎教頭によ って大いに世じ専体されたものでる

る。

私は望号校教室、特別教室併用型Jの長野県草立長野

工業に 8 ク年敬へ、西野田にかはしととのグー

リー・システム注目ク年経験したのでまうるが、と

の南者の特長、利害は、十二分に知りつくしてい

る自信がある。私が西野田に赴任したのは飯田校

長退任後で、土屋校長のときでb った。土屋校長

仏前飯田校長も口では、叉外じ向つてはグーり

ー・システムの良案であるととをと友へながらも

心の中て如何程、各毒患級毎に数室を持ち、特別教

室. : z : . 持つ併用型そ熱望されたか知れない. 叉との

ため夢校の増築、改築. : z : . 、毎年毎年府に要求して

いた。グーリー・システムは窮余の最後の一策で

ある。西野田校が最初 240 人の定員で出費し、第

ー次世界戦争の結果、工業謬校志、撃の生徒増加に

つれ、其の後幾分づっかは建増したとはいうもの

の約1000人の生徒主主牧容するに至って、ニヅチも

サツチも動きがとれなくなって、グ{ リー・シス

テムを採用したのである。

グーリー・システムの欠点は教室面積の約弘t r :

相賞するロッカー・ルームが必要なととである.

普通教室の回数室分伎のロッカー・ J レームがいる

とれを西野田校では工場の隅ゃ、平家建に中二階
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をつくったれ階段下、踊場の奥ゃいろいろ工夫

してつ〈ったが、このロヅカー・ 2レームとそは教

育功果破袋の巣であった. ロツヵー・ルームは明

るい、 教 室 以上の良い部屋につく らなければと の

弊をすくひ得ぬ.

次に固定数室でないと生徒の撃習が落ちつきを

欠しこれは家庭にぬても勉強室、書痴を我々が

持とうとする心理かじ考えたら十二分にわかる.

終験後、西野田校に於ても何とか都合して固定教

室にした ι 生徒は各自、花ぞかさ. . t ，額ぞかけ

硝子をやぷら? 、見ちがえるようになった。

金銭v 貴重品の紛失の多いとともプラヅーン型

の欠点である.

以上のととかじ結論づけ 免れるように、鞍室数

は最小限、準級車生だけはとり固定数室と数室。

理想、としてはとれに 5 教室{ 立の理科の特別教室

をとるというのが貧乏圏. 日本としては最もよい

方法である.

2 教室の大きさ

毅室の大きさについても結論か ι 先づのペれ

ば 4 間 x 5間 =20坪- a - 最良とする。とれもわかり

きったととで、明治 5 年以来70年も日本の園情か

ら実験的に割 b だした標準寸法である. ととろが

昨年輩布された J ES建 築1302、]303現に於ては一

般教室の室幅は 6. 0m、室長は 10mとする、と定

め られている. とれは新Ll j 、毅授法ぞ行うためと

す1が便利だとあるが、決して左様ー「はない。とれ

はＭｾ級の生徒動 ＴＰ 人を 標準にしたものである 。

ところが、 ζ の一事殻40人という制限は貧乏園田

本で「は全閣的には到底近い将来に実現で・きぬ夢想

実である。とんな夢想をもとにしてたてた規格は

債値全く乏しい。

叉、新しい敬育法を採用して白雪昼、討議法によ

る殺育を行うにはどうしでも、幅が 7. 2m、最小

7 mはいる。これも私が新数育法を 40- 50人 の -

ｾ級に実施してみた経験上 かトいうのである 。高

等製校では、定員40人の撃級で幅は i . 2mが良い

6  m x l Om の教室はー皐扱定員25人- 30人で、 警

教授法、即ち、教師が話し、黒板に板番し手支える

には或は適営していよう。決して務毅育には適さ

ぬ。

被安につけたりとしての廊下の幅であるが. と
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れは是非 9 尺 ( 2. 7m) にしたいが、とれは日本の

経済欣態では、のぞみ薄である.

3 教室内の色彩

設室内の色影、壷光照明、電燈照明については

アメリカ 教育者、建築家の意見にきくべきものが

ああ. 色影の人聞に及 tきず効果の研究はアメりカ

に於てはなかなか蛮達している。日本人のようた

グルーミーな色を好み、古びた木肌の色. : t e サピと

感じているような人種には近代的主主数室内の色彩

t;r. " t : てんで、無関心である。拳校建築に関する建築

家 01論文、著書にも毅室内の色影に言及したもの

少し実際数育家はとん主主ととにはてんで無関心

でるる. ととろが、なににでもペンキをぬるアメ

リカ人は教室内の色影にはなかなか闘必をもって

いる.

アメリカに Educat i on Di gest という雑誌が

あ b 、とれの日本語版も本年 l j 3から 6 月まで出

? と. 私も割譲陣のー寸人としてとの論文の翻静に b

?とったが、と の 6 加の中に、 3 i J f r までとの数室の

色彩に闘する論文がでている.

1月現には Funct i onal Col our  i n School r oom 

5月続r は Li val School s 

6月現には Bet t er Seei ng for Bet t er School s 

である. とれ等はその主題が事校教室の色彩にあ

るのであるが、他の論文でもさ毎校の建築にふれた

ものは必がとの色彩に言及している。例 t ば 6 月

践の That Ideal  El ement ar y School s の 中 で

も、 「現在よ b も色彩が多いというととが、将来

の皐佼の内部の著しい特長となるでSうろう o 30年

前( ' L 建った接校の数きを治、茶一色と言ひ? といほ r

に、思調なものであったに引きかえ、明日の墜校

には製校関係者の思い通りになるものな九、眼を

たのしませ、心をひきたてる輝かしい、相関連す

る色彩が用いムれるととなるであろう」とるる。

6 月鵠の Bet t er Seei ng for Bet t er School s 

は私の翻翠したものであって、これは、 数室内の

硯先- a - ょくするととを主題にしたものである.

この論文の胃頭に 、筆者のタラッ プ氏は

「私はととに照明に闘して話しをしよ うと する

のではなし硯尭について話しをしようとするの

で ある。との照 明と説畳は全く別物である o J  

と述べ られて、アメリカに於て照明技師を看板に



し? と多くの照明設備販寅人が片手に光量計をと他の

乎に計算尺そもって数室に入り、デタラメに電燈

の 熱 ξ 燭光を増して、アメリカの児童の硯力を如

何に多〈弱めたかをなけいてい られ る.

硯尭をよくするについてはグラップ氏は衣の如

くに述べている.

「明るさの乏しい所は E こか。それは床、家具

黒坂、壁、天井である. とれ等に針して如 何 に す

すも』まよいか.

天 井 は 白ペンキで塗る、・・・・・・白ベンキを天井

に塗るだけで机の上が、 塗らない前の 2 倍も明る

くなる。

教室の壁は 6 0 %の反射互容を持つ談青色で塗 P

床面に達する貼まで塗 b さける。との色を床面ま

で 塗 b 下ゆると腰羽目のあた b は 、よくよごれる

ので非難する人もるるが、汚れたらとの部分のみ

塗 b なおしたさい. しかし腰羽目の巾木は少しは

っきりと壁と区制ずる色をぬ b 、腰沼周は少しの

暗色をまぜた淡青色とする。腰羽目が汚れるから

といって、多くのアメりカの接校で見 られ るよう

に、始めか ι 黒縞色のきたない色のペンキを塗り

手あかでひからしているようなととは、今日から

直ちにやめねばな らぬ. 如 何 tc して我々はきたな

い墜校で、児童達じ清潔にせよと教へ忍ことがぞ

きるであろうかo •. 

不燃都市不燃化促進に関する建議

本合外十一関体がー昨年来運動をま費けている都市不

燃化促進に閥ナる事業r . t 漸〈其効を盆せんとする機運

にあるが更に其貿易の速ならん事を期ナるため今般下

胞の立D. l l 両院建設委員安本長官に建援した。

耐火建築資金助成に関する建穏

ー不燃都市c z >j費現促進のため速に次の方策を務ピられ

たい

く1) 甲種防火地区の耐久建築物建設に際しては資金助

成の捻涯を講ずるとと

( 2) 公共@用に供ナる建築物の新築は地1 J [ の如何を問

わず耐火建築物とナベ量規定を設けとれに脅しても

同銭安金助成の措置を務ずるとと

理 由

文化日本再建の鍵である都市の昆の復興は都市の不

燃化にその根幹を求めねばならないととは年々火災に

床 は 約3 0 %の反射率を持たねばならぬ。楓板

をはっ? とよくふきとまれた床が丁度、この4条件に

合う. アスフアルト・タイルを床じはるときには

少 〈 と も 楓 板fす.の色合のあっきりした、あかるい

色のそ濯ばなければならぬ.

家 具 は 木 の 自 然 の 色 合 に 塗 b あけるか、淡い

資掲色に塗 �ｾ うゆる。其の他の教室の仕上内部即

ち出入口、窓、障子等は木の自然色或は壁と閉じ

反射率を持つベンキ仕上とする。

累 積 は 黒 色 の も の は 反 射 率 5 %で 教室を くら

〈 す る か ら も う 少 し あ か る い 色 の 合 成 材 、 或 は

ガラスで作ったものを用うるべきである. … … 」

叉、クラヲプ氏は1JS- 家建の事院をす L めていら

れる.

「平家建のさE校を難小屋のよう? ざとけたす人も

あるが、私個人の考へを云へば、卒家建の事校は

児宜遼に如何にも親しみ深〈、過去に建てられた

堂々? とるご階以上の、教室の明るさの不均一主主皐

校よ P幾康倍も、良いと信守る」

以上は、アメリカ人の意見であ b 、批判の余地

はあるろが、壁を淡青色に塗るのは私は賛成であ

る. 心の落ちつかない験後の生徒、児童の心を鎮

静する妙案かと考える.

( 筆者・大阪府立淀川工業高等製校敬語量〉

よる損答。英大なととによっても明らかであ P 都市。

木造建築による復奮はー面火災@危険@智大を招きつ

つある現般に量産み践に憂慮 K 犠えない

しかも木透建築K 封する図民の館、織も 叡度の久災に

よ担あち? とま P耐久建築物c 建設を企図ナるも現在。

図民個々。財力ではとれがm伎は不可能であると考え

られる@でとれが解決には強力な法的指涯と経済的援

助c 裏付けが必要とするととは倫を待たない。

去る四月第六園舎に於ける「事都市建築物不燃化促主主

に闘する決穣」は勿論閣民総意の反映にほかならない

が大都市としては阜念に封策を鯵じ b れな Pすれば侮を

千歳に残すとと叉君主を捕す如〈である。

ζ とに主文c 如〈建議するゆえんである。

都市不燃化促進連合曾曾長井上新二

加盟図体協合、感合、土命、建鮫業協命、 t 策管工

組合外
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耐 震 耐 風 の 木 造 事 校 建 築

1. すべての木造校舎に耐後、耐風計算を行え

世界で一番地綾乃多いといわれている日本、そ

の 4 つの烏が丁度勘風の進路に沿って列んでいる

日本では昔か t 恐しいものの四大のうちにとの地

震と風とがかぞえ与れている 。との恐しさか ら解

放されたいとは私共が誰でも勝つ C いる昆である

けれ e' t " 大地震はかた Pひんぱ'んにやって来て

その度毎に多くの家を倒 ｌ 、焼き、ｾ＼の人々を

殺傷している。最近 ｾｏ 年聞に関西とその周謹をお

そった ものだけでも鳥取地媛、東海地震、三河地

後、南海地震. 問弁地震; a 遣うけるととができる。

大風についても昭和 9 年の大風水害は私共の忘れ

られないととろである。それではとの恐しさから

解放されるにはどうしたらよいか。答えは至極簡

単でる b卒凡である。すべての木造家屋に耐震、

耐風計算走行え。

古来日本は木造の園である。そしていまもなお

大都市も小都市も木造の建物が充満している。将

来もまたかなり長い間との獄態がつマくであろう

と想像される。大風や大地震でと の木造の家屋が

倒. れ、人々を殺傷し、火元じなって災害を揖大し

ている。もしすべての木造家屋が耐震、耐風であ

ったならば、家は倒れ歩人々は死傷者と菟れ火元も

激減するととだろう。とん主主ととは蛍 b 前だとい

われる方もあるかもしれない。しかしとの嘗り前

のととしか最も有効適切な乎はない。都市の建物

を鱗窃コンクリート等の耐震耐火構造に憂えてい

わゆる都市の不燃化をはかる花々しさの陰にとの

地道左手が着々と打たれていかない限 b 、私共の

懐具合を考えると不燃化もおの歩から限度がある

から、風害、食客の髄減はのぞめない。

「すべての木造家屋に耐首長、耐風計算を行え」と

い う線にそって私共のま今第 1t c賓行すべきこと

はすべての木選校舎に耐震、耐風計算を行うとと

でああと、私は考える。
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2. 日本建築規格木遣準校建物

私共はすでに耐媛 、耐風計算を行った木造校舎

のりっぱな範例をもっている. すなわち周知の、

昭和24年 4 月11 日に公布された文部省・商工省告

示第 1説日本建築規格( J ES建築1302) i 木造小撃

校建物」および同( J E S 建築 1303) i 木造中拳校

建物」である. そ の構造計算の内容は建築事合刊

行の「木構造計算規準同解説の傘尾に詳し〈のべ

られている。

その荷重、許容躍力度は日本建築規格て] ES 建 築

3001競) i'建築構造物の計算」に基礎ぞお くもので

a > る。したがってこの規格校舎は全規準によって

設計された鎖骨構造や織筋コンクリート構造と理

論そ同程度の耐慢性、耐風性をもった安全君主主主物

である。私共はま? との規格校舎を採用すぺ〈努

力しなければならない。これによって私共は子弟

をと安んじて製校に託すととができ、また一朝事まう

ればくっきょうの避難所. 救護本部等の場所主主提

供するととができる.

しかし実妹そ眺めてみると、特に調査をしたわ

けではないので確たるととはいえないが、との規

格校舎が公布されてから後も、規格通りの構浩に

従っているものが案外少いのではないかと思われ

ｾＮ何分在来の構造よりもかなり木材の使用石数

が大きいので激算の都合上断念される場合がかな

り多いのではあるまいか。もしこういうととが多

いとすれば規格は規格としての作用そ失い理想、案

? とるにとどま b全く無意味なものとなってしまう

私は現実が現規格を受け入れ ふれぬ可能性が多分

にあるのではないかと考えて、とおにそういう場

合になお耐媛、耐風計算を行 うには どのよ うに考

えたらよいか越ペてみたいと思丸もちろんとの

場合規格校舎よ b 耐震性耐風性において比校的劣

るととはやむをえたいが、いろいろな事情そ考慮

し安常友耐震、耐風性を保持したものと信歩る.



なおその前に現規格校舎の構造強度の意義をあ

きらかにしておこう。

( 1 ) 密度 0.3 …・・筆者等の震害調査に よる

と激震地の極めて軟弱主主地盤における袋

度:

(2) 風の速度座… 屋根面 210kgj m
2

、壁 面

120kgj m
2

… 地上 15mで風速60mj sec と

したときの値。( 室戸政風の時の室戸淑IJ

候所の最大瞬間風速63mj sec)

上にもと歩く荷重に劃して劉抗する力とじては

( 3) 短期許容臆カ度・… ・・破壊湿度の%・ 〈降

伏強度〉

としたお

( 4) 壁面、床面、屋根面の仕上、その下地構

遣の水平荷重に童話する耐力無蹴。

したがって理論上、 〈実際上は木造の施工は餓 筋

コンクリ- r. 鎖骨のように完全でなく平均一で

ある。許容強度はある程度の欠貼材そもとにしてい

るがとれよ b 強い材は多い。 c のような強度、施

工の不均ーか ら実際上はは君主はだ複雑である。〉

恒久的建物である鎖筋コンクリート浩、鎖骨造と

同程度の耐震、耐風性をもっ。

3. 7 . k 卒荷重の軽減

( 1) 震 度

後度は震央から同心円的に小さくなって行〈の

ではな〈て、& 失からたとい等距離にあっても地

盤の堅い庭では小さし軟弱なととろでは大きい

震度は地盛の性質によって異るべきで、軟弱であ

る程、軟弱な地盤が深い程大である. ある地賠の

震度. : ; e l : < のように撰ん，だがよいかは地盤の地下構

造、物性を人工地震により調べるとよいが、簡単

君主目安として次のよう友案を示しておく.

I  岩盤が浅くにある場合 0.1 - 0. 15 

E  洪積居、比車交的使い沖積居0.15 - 0.20

E  軟弱な神積居、埋立地 0. 20- 0. 30 

伊〉風の速度摩

規格校舎の速度塵は地上15mぞ風速60mj sec と

した場合の値であるが、瞬間風塵60mj sec という

のは明治以来最大の齢風の室戸尉風が陸地に義し

か L ったばか b で勢力がおとろえ今最も激しかっ

た。室戸測候所の地上15m位の風速計の示した最

大瞬間風速 63mj sec に匹敵するものですとし陸

地え入るといま訟でとのような地しい風速は記録

されていない。例えば近畿地方ては

最 大 瞬 間 風 速

大 阪
42.0  m/sec 尾 鷲 39. 7 m/see 

京 都
42.1 11 汐 岬 36. 7 B  

和歌山
42_0 グ

そとで 60mj sec というような風速はきわめて稀

であるか ら木遣の耐用年限が短いこと等を考慮に

いれゐば、 設計用速度鹿をそ の地の今まで記録さ

れた最大瞬間風速近くまで落すことは許容されよ

う。例えば今、最大瞬間風速を 50mj sぬ と す れ

ば速度塵け前記の値の7 0 %、45mj sec とすれば、

5 6 %に下がる。壁商に封する速度座はそれぞれ85

kgj c m人 67kgj m
2

でよいととに主主る。室戸齢風

の際、その営時は殆 r耐震、耐風の考 慮の悌われ

ていない校舎一一おそムしせいぜい速度座
30-

50kgj m
2

しか? とえられぬと想像されるばか b であ

ったのだが、大阪の郡部では
2 8 %であったのに劃

して障害物の多い大阪市では1 8 %が倒猿したにす

ぎたかった。京都市でもほど同様でああ。したが

って ζ れからも判るように障害物があるときはさ

九に低下してよいと考えられる。但し、と為に注

意すべきことはし、仁、口形手商の校会は風をは

らみ倒れ易いとしおよび三? 伏広並列した杖では

風の方向から教えて第 1 0 ) 椋ばか bでな〈最後列

の掠も倒れやすいととである。

4. 耐力について

( 1) 壁仕上の耐力の加算

規格校舎の構建計算では壁画の仕上の勢断耐力

を無視してあるが、壁のとの耐カロ案外大きなも

のである. たとえば筋度そもたない壁体について

たされた実験( 回溢平準博士の実強) によ ると、

試験体大さ 高さ 2.25m 巾1 . 5 m

rt 1  m常りにつき耐える現衛力は傍記の水卒

採み〈最終撹みはとれよ b 大きいo ) のときに

kg/m 

1 . 両面シツグヒ仕上渓援 600 

2.! 片面ジツ? l ! グ 430 

1  片面シタミ

3. 両商務キズリ 大聖堂 780 

m郊71 < 高1m益 P

卒 絡み 71 < 卒路み

CI D C I R  

Ｑ Ｎ ＡＩｾＲ Ｎ ｵ＠ 0. 7- 0. 9 

ｾＧ＠ /1 

/1 '1 
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4・両面キズ P 、 大壁 534 15. 0crn 6.7 

ＵＮｾ 片面キズ ｐ 、 1/ 666 1/ グ

l J 十商メ !I- ル ラ ス

6. { 片面キズリ、 グ 362 グ グ

l 片面シタミ

安全のため にとの約半分としても 200 - 300 kg/  

c mの耐力をもっている. 事実、在来の構造によ

る木造建物の耐震性は壁長により支配されている

ととは震筈地における数多〈の調査か に明 らかに

されている。

さて昨年、文部省、建築事舎によって、実物の

規格校舎について、その骨組〈木摺、壁仕上けな

しの獄態〉の水平荷重試験が行われたがv それに

よるとおよそ設計短期荷重にした時じ梁行方向試

験では鯛諮位置〈土台上約4. 0m) では水平携みが

約6- 8cI } l であった。すなわち高 1 mにつき 1，5 -

2. 0cmの水卒強みを示した。そしてとれ以上の載

荷をすれば降伏的君主扶品を呈する援な傾向. t . e 示し

? と。そとてもし壁仕上が民壁、あるいは斜キズリ

打大壁の場合は、骨組の降伏貼以下でも壁仕上の

耐力そ加算するととができよろ. 普通の南高キズ

り打大壁では、高さ 1 mにつき水平揖みが 6. 7cm

とき 534kg/m ぜあるか 仏、か b 陀荷重、携み曲

線が直線であるとすると水平能み1 . 5- 2. 0c mで

(1. 5 2. 0、
では、 534 ｸ Ｈ 一 ｾーｾＩ =  120- 160kg/ mとなる.

¥6.7 6.7) 

安全ぞみて牟分とすると 60- 80kg/ mとなる。

ま? との佼の壁仕上耐力は加算してよかろうと想

像される。なお骨組の耐力として破捜耐力を考え

るな らば壁仕上耐力を 200- 300kg/ mとして加算

するととができょう。もちろんとれ ムの績は仕上

けをした実物大壁体の降伏か t 破鐘に到るまでの

試験をして裏付けるととが希ましい諜であるが、

それが出来ていない今日以上のような推定はー感

受賞なものと考える。

〈2) 破寝耐力の採用

ハガキ投稿

4恵勝式プロツ グ構造について 7 月畿で溌表になった

徳群式プロツグ構造は、故中村鎌氏のｾｾ震になる耳事責

特 許 第 39976 続中村氏繊筋= ング. ! J - ト構造法( 約30

年前のもの〉と殆んど同ーと見うけられるが、桐生氏

。書 ｅ 事中には、徳鮮式ｃｚＩｾ霊祭とあ ｐ 、叉元来小住宅、

小m舗を目的とじているから、大きな z パ y 中天弁高

を必要とする綾なもむには遁しているとは思へないと

あるが、実際 f立大なる建築も可能で、小生既に大豆 14

年 Vては、大阪に於て峡積書館( 省時活動lt 民官官と云った

;:SZ  

以上のよ うにして、荷重注事情に目撃じて軽減し

ま? と壁仕上耐力そ加算すればかたり僚件は緩和さ

れよれしかしえまお場合によっては、建物が災害

時に倒綾しさえし; なければよい一一後の再使用の

可能性はともかくとして人命は救われるーーとい

うように考えると破壊強度の% の降伏強度をもっ

ている現在の短期許容隠カ度を破袋強度にまで高

められる。とのような考えは必しも不嘗ではなく

現規格が木造に劃しても恒久建物である鎖骨、艶

筋コンクリート等と同程度の安全性を理論上要求

しているとと、木造の耐用年限が短いとと、現在

構造計算を完全におとなっている木造建物が非常

にすくないとと、したがって耐震耐風的巳無力な

ものが多いとと、そして更に私共のふととろ具合

を考えるな らば上のようにき b つめることも、決

して不常ではない. もしとのような場合にほ局部

的には破壕癒力に遣しても切獄、車制定するととの

たいような控え柱を付けて全面的倒纏を防ヤのも

ー案であろう。ま? と数枚の校舎の内1、2 を普通の

短期臆力度で設計し、他は破寝強度で計算 して災

害後の避難場所、救護本部の場所をつくっておく

のも一笑であろう。

5. む す び

規格がおとたえないかふといって耐震耐風計算

を放棄してはな己ぬ。以上のよう主主荷重の軽減、

耐力の追加そ してもなた耐震、耐風性を保持し え

/ j : 1 r 、建物はーさい遁らぬように定める必要である

. 以上のベ? とととろは規格がその封象主主規格しえ

ないととそ恐れてl : ibって、 もし杷菱でSうれば幸

いである. 各府廓市町村で規格校舎が r の程度受

け入れ られているか一度知りたいとお もっている

がま 7さその機ぞえ? にいる。

C筆者・京都大患敬授〉

浅 川 忠 夫

〉の現場監督者として建築している。

其他数合、病院、工場第歓多〈全閣に随行され、歴史

は王宮いが、中村氏の死後特許権を譲渡せられたも ¢ か

特許継が消滅したか、その辺の事は不明だが- 6 . 篠宮E事

と異るからお知らせするロ

倫中村氏式鍛コン グリ ート構造法のパン フレツトは

現在手元にあり、幹・細なる図解設日月もあるから、必要

なら送付する口先ずは御知らせま でo



政策上より見た欝校

建築の鐙展について

西 村 勝

終戦後満 5年を経? と今回、願ると一時は戟宇中

にも劣らぬ深刻友耐乏と不安に闘土復興の前途も

甚だ畳束な〈思はれたが、昨年来各方面の欣勢の

樫化に伴い、ｾｾ掛再建も漸〈軌道にのり梢曙光ＮｴＮ･

見るに至った様に感じられる. 建築については、

昨年以来鋼筋コンクリートのピル建築、コンクリ

ートアパ{ トの建設に伍して、鋼筋コシクリート

校舎か各地にその新援そ現し、銅筋コンタワート

のモデル佼合が昨年度の東京兵庫じついで、今年

度は全園に亘って建設そ競う事に主主つ? と。

建築技術者として叉撃校建築関係者にとって職

等以来の希惑が漸く資現される朗報であるのみ主主

ら歩、園民としても大きな菩びてるる。感佼建築

について考へるならば、政府と謬舎とが提携した

協同研究の成果たる鋼筋コンクリート. 校舎規準が

鞍争以来の同構造の技術及び施工面ω空自在充た

し補強する使命を捻って制定せられ、之に則った

不燃校舎が全園的に建設せられる 1950年は日本の

感校建築設展の歴史に輝かしい時期. t . e 垂IJ する意義

深い年となるであらう。

日本の皐校建築は偽数渡来に始まる猪自の蛮達

費遜の盛史を有し、その概略は建築雑誌の 6 月読

じ文部省の田中教育施設部長が鯛れて居られるが

過去宇佐和に於ける皐校建築、殊に園民教育の基

盤としてその大部分そ占め重要性を持つ義務教育

施設、即ち沓制小撃校及び新制による六三制小中

撃校. t . e 中心とする撃校建築の蛮逮は主として大正

の末期. t . e 境とし、次の三つの時期に類似した素因

に基いて飛趨的に護達して来? とものと考へ られる

その第 1 は1923年 ( 大正12年) 9 月 1 日の闘東

大築災を契機とするものでa > Ij， 第 2 は 1934年 く

昭和 9 年) 9 月22 日の関西大風水筈の後に来るも

のであ b 、第 3 は今次殺害終結の守945年 〈昭和20

年) 8 月 ]5 日を起黙とするものであって 、前 2 者

は局地的主主大規稜の自然災害の復興に伴ふも ので

あれ第三は全園に] [ ! J 加へられた前者と比政に

ならぬ甚大恋人気的災答、即ち戦災の復興に伴; う

ものである。

前後何れも 1] 年の間隔を有する事は偶然とは云

い乍ら面白いと思、う 。

関東後災は一般建築の耐震構造を護蓬さぜ新構

造と設計による小、中運委校其他多数の織筋コンク

リート校舎が東京横演を始め関東地方. t . e 中心とし

て多数建設され全国的じも餓筋コンクり{ ト校舎

建設の機運を生じた。然し之. t . e 機舎に事校建築の

不燃化、耐震化注目指した強力な行政的措置が施

されなかったのは遺憾であった。

関西大風7K筈ぽ大医右中心として京医榊三大都

市在始め近畿各地に亘れ建築道路河川港満、橋

梁、餓道、結舶、山森、農地等に莫大な損害を興

え多数の人命を奪い、その猛威は風速毎秒40米瞬

間65米を算・え瀬田川橋上列車. t . e 縛覆させた程? さが

殊に特記すべきは!j 、感校を始め多数謬校校合が倒

援し皐童数員の髄牲者主主彩しく出し? と事であった

校舎被害に闘する調盗の結果、構造、施工、計

画上の欠陥、主象算上技術上の不備が指摘された.

此の2愛情はひと P 近畿の被害地亡止ら? 全園的の

ものと推測され之を機舎に行政措置の第一矢とし

て昭和 9 年 12月] 8日附文部省訓令第16説な以て「

事校建築物の営繕並に保全に闘する訓令」が道府

勝、及び公私立準校長宛に登せられ、次で之を紙片

化に終らしめない矯めに、同年12月28日附勅令を

以て 1: 地方謬校管繕職員箭I j J が公布され事校建努

を指導監督し災筈から守 b 不良化> i ' 防i とするため

に府職毎に金圏合計 165 人以内の技術官. t . e 配置す

る事となっfc。翌10年 3 月 6 日附文部省訓令. t . e 以

て「地方製校皆繕職員制による職員」として全園

42府 l障に撃校営繕技師及び技手が合計定員 10，4 人

配置された。

前述のＮｲ製校建築物の営繕並に ‘ 保全に閲する ｾｉｉ

令 ｊ は木造校舎を針象とすｾもので風水害の結果

に鑑み、建築珠算. の適正、詩負者濯定の慎重、監

督と検査の強化そ前提とし既設校舎の補強、新築

校舎の構造手法について図面を附し具体的方策を

示したものであった.

之等拳校営繕技術者が各府廓I ' L 在クて公私立製
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校の新築補還の認可を捨営しi撃校建築皐門に指導

監督に任じ不良化の防止と改善に努め、昭和10年

以来毎年文部省主催の下に撃校遣を繕技師協議舎に

招集 され本省指示ぞ受け意見と情報- a ' 交換 して 来

た. 協議合は戦争と共に中止され製校皆繕技師の

制度 も戦時中に底止されたがとの職員制が指導行

政として金園的に校舎の不良化- a ' 防止し水準を高

める上に興ってカがあった事と思う。業後昭和11

年 9 月の内務省令「特殊建築物規則」第 2 章接校

の部に前訓令を改正椅足し諸島校建築の設計腎遣が

うたわれたが、同規刊が法規として昭和24年の皐

校建築風格制定迄は製校建築設計の一規準となっ

ていた。

今次殺害末期にbさげる空襲によって、 5 大都市

を含む金閣 119 都市は焦土と化L l と中に園民感校

よ b大撃に亘る 3，556の官会私立製校校舎が焼失

し或は破犠され被筈綿坪数は 3，011，868 坪に達し

た。その被害率は 13. 3%で あ れ そ の 中 園 民 撃 校

即ち元の小撃校の占むる校数は1，396，被害坪撒は

1，45i ，i 77坪て全被害坪教の約 2 分の 1 を占めその

被害は 11. 3%であった。之は過去の如何友る自然

災害にも見なかった甚大友被害量であ b その復興

は果して何待の事か法然自失せしめるものぜあっ

た。而も 5 年後の今日公立感校の殿災復曹は卒均

32%tヒ主主し? と。之は蓮合図のずr 助下とは云い乍ら

資材資金の依乏インフ ν の昂進と闘いつつよく此

鹿迄漕きつけた血の凄む標な3 2 %であったと思う

殿後の皐校建築について見られる活動は濁 b 殿

災復菖のみでは主主い。新憲法の公布施行につづ〈

毅育法令の改正、較育使節圏の来朝等によって毅

育制度はー費し所謂6334制め下にノj 、製校よ P大 皐

に至る i -"( 駿育は形式内容共に革新され従来の 9

年制のIJ 、原佼によって行はれた義務毅育ば 3 年 制

の新制中皐加えて 9 年に延長された。高校は若く

短くなって 3 年制、大撃は長くた! ' J 4 年制と，をっ

たが業後 2 年制の短期大撃も認められる事になっ

た。全体として奮制の l i 年に針して16年となり 1

年短縮されたが全部の善悪校を通じて最も校舎不足

ぞ生じたのは新たに義務数育に指定された新制中

学であった。葎制中学は 5 年であったが義務制で

ないから数? ゴ‘ 重かに不足し一方系r : 制高校に充賞す

る必要も i bb 、全国主主通じ奮制小中学校をの聞に

34 

改廃統合等もった巾に行われて新制の小中高等学校

校舎に充てられたが結局大規模友数室不足を生じ

た。公立学校の戦災復奮亙ひ' 新制中学の建築は所

謂公共事業として 2 分の 1 の関庫補助の下に昭和

21年度以来種演されているが、昭和2 年度よ b25

年度に亘る公共事樹としての園庫補助金の累計Zを

あけると紬額約 141 億図の中鞍災復菖費が約13億

に封し63信IJ 小中学校整備費が 11i 億でその大部分

を占めて居る融か ら見ても容易な らぬ事がわかる

全園的『て多数の新制中学或は小学校が建設され

るに際し園庫補助の算定規準を定める上からもそ

の質的内容そ統一し、よき水準を保たしめる上か

t も叉此の機舎に新壁土育内容 と時代の要求に膳え

る設計による新しい学校建築規準の制定す考へら

れ、文部省と建築学曾と提携し各方面の専門委員

の協同研究によって、昭和24年 3 月15 日附- a ' 以て

木造小学校友び中学校建物が夫A " ] ES建築1302及

び 1303として日本建築 規格に制定された。叉之に

基いて設計事れ? と中学校を文部省ではモデル校舎

として指定する事がある。学校主主築が規格化され

たのは之が始めてでま: ， !'J ，前二回の災害の後に見

られた学校建築の進歩とは別の性格と意義を持っ

て居る. 計画的に立案され専門の衆智を集め教育

施設の行政と結びついている。規格の制ミｾＧｊｬ施に

よ b 去を園に亘って学校建築の進歩設展に及品す影

響は少〈たいと思ふ.

其後同じ機:蒋と研究によ P鋼筋コンクリ{ ト 校

舎規準が今年に至って制定され全園的に講習合- a '

開いている. 鋼筋コンクリート校舎が木造に替っ

てゆき、やがてすべての校舎が不燃校舎に友った

時に前後三回の災害の貴重主主総牲が幾分償はれる

であ とう。之等規格は深い研究に義 < (ものである

が国よ b 完壁とは云ひ難いであ九うし今後の研究

に侠つ臨もまうると思う。賓施に首つては盲目的機

械的をさけ、地理的事情等も検討して活用し、叉

木造、鋼筋コンクリート建校舎規格何れについて

も賓施後の経験等にて 九L 買ー鍛え主批判が活設に行

はれ更により良きものにもり立てて行き、学校建

築の進歩護逮に役立たしめたいものと思う。

〈童筆者 ・文部省大阪工跡事務所長〉



態 校 建 築 に つ い て

一 一 或 る 劃 話 一 一 一

村 島 彰

A 氏一- P. T . A役員、建段委員

B 氏一一六・三ffilJ 校 舎 建設 の設 計 担当者

A  昭和25年は六・三制の校舎施設の完成年度

と云われていますが之に封ずる見透しはどうでし

ょう か。

B  私にも六・三制の見透しは、はっき b しま

せんが、 21- 25年度の政府の公共事業としての行

き方か 九見れば26年度は地方税制改革の問題 と関

聯して六・三公共事業が打切 られるのではないか

という考え方もあります。叉或程度の園庫補助と

超債の枠の抜大によってまかなってゆくという見

方 もあ るのです。私共とすれば打切 られた 場合に

は強方は住民税其他の財源で濁自の手そ打つよ b

外はないと考えますが、財力の豊かな地方ではか

なり有利に働くのではないでしょうか。

A  ではその場合大阪の二部教授制度の解消は

どうなるでしょう。

B  それはいづれじしでも非常な難問題です。

現在大阪市内だけで小中接校の不足数筆致f 約 14

00殺宣伝もあ ります。それに毎年の児童自然増加散

在一万人と見て約 200 教室の新設 を要するわけで

すか ｾ ， D  

A  それにしても他都市では本年度にて、校舎

施設が完成するといわれていますが。

B  全国的にはそういう場所もかなりあります

が大都市に於てはまだ仲均です. ととで大阪市の

2 部教授解消には純梓の教室だけで尚 5年か 6 年

を経過しなければならないととを数字そ以て御設

明致しましょう。

壁 土 室 自 然 主 留 に よ る 発 号 l

ｾ段数
不 足 数 不 足 数 不 足 数

25年 度 1400 200 !)OO 1100 

26年 度 1100 200 !)OO 800 

27年 度 800 200 !)OO !)OO 

28年 度 !)OO 200 !)OO 200 

29年 度 200 200 400 0  

以上の表より見ても今年度よ! ? 29年度迄毎年 500

載 さ長平均に建設してやっと普通教袋の完成そ見る

わけです。

A  良 〈 分 b ましたがそれにしても英の聞の生

徒謹は可哀そうですね。

B  問題は園家の笈力向何になって来ますが、

他の緊急: 部門に漁算をとられるために常に弱い立

場じるります。

A  では次に質の問題すが、木造校舎としては

最近かなりの程度のものが出来る様にな b 有難い

わけですが、何といって も非常の場合に佐民がま

づ避難するのに通営な場所と考えられますので、

感校を鋼筋遣とする事は、賓施されるでしょうね

B 文部省でも昨年から考えて居ります。今年

は大限市で も中身昼校 2 校鋼筋コンクリート験後型

. a- 建てる漁定で設計に着手しました。来年は今年

の約 5 倍以上に及ぶのではないかと考へられます

叉防火地直の指定も巌しくなる様ですし、出来得

れば全部耐火構造にしたいわけですが、そうもな

b まぜんので、木造校舎と鋼筋校合ーとを交互に建

てて、災害そ緩和する様主主方法がとられるものと

思ひます.

A  木造校舎でも本建築ともなれば色々と研究

された事でしょうが、銅筋校舎ではまづ永久建築

ですので相蛍の設計上の考慮、ぞ事務はれた事でしょ

うね。

B  さういわれるとおはづかんい次第で、もっ

とよく勉強もし研究もしたいのですが、イ中々思っ

た様にまいりませんのと本年試作される 2 校共金

施設のほんの 1 部の校舎ですので、全部を 1度に

完成させるのに比べて出来上りもまづく不合理な

貼を生歩る次第です。即ち完全な管理部門や特別

教室 を考慮、に久れれば普通教室数が不足するし、

全然護士室ばか b では校舎の維持管理上都合が悪い

という 様 友次第て、中主主今端のものしか出来ない

のが、最大のたやみです. 偽計画の初めに小中皐

校の校長先生の内この様な問題 を真叙に採り上け

られている方に10名程の御集合を願ひ色々の問題

そ提出して熱心じ検討して裁いたので非常に助か

りました。まあ職後型の試作品と考えてながめて

下さい。

A  ま喜うせいぜい立波なものぞお願ひします。

所で、その集合でどんな意見が出ましたか。

B  色 ki b! ? ましたが、まづ配置上の問題と廊
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下をどちら側にとるかという問題は最も重要でし

たでしょうね. とれは色々 意見も，ぁ b 叉 1 利 1害

の貼があ b ますが、大体大限では敷地がせまい関

係かも校舎がク冒ーズされたｾが多〈内側即ち校

庭側が廊下になっで いる様です。東京都あたりで

は並列式或はコの字型の校舎が多い様で、運動場

は校合よ b離れて存在する様で す. 採光通風等に

はとの方法の方が良好でし ょう。尚窓の開閉の方

法等も論議 されとれは結局引き遣ひが最もシムプ

ルで無難だという事でした。そ 11. からとれは何躍

の製校でもそうですが、建設後の修理費が少なν、

矯雨漏 Ttさとか便所の故障、水道、電策、建 具、

硝子等の破損が多いので、便利なものよ b も簡単で

永積性あり、故障の少いもの等主主かなか難しい注

文が出ましたよ。

A  安い皐慣で色々の注文では建設ｾ大書きでし

ょうね。さて、今迄は普通数室の事ばか b で すが

P ・T . A としては色々の催物業他の事で講堂施

設そ早く遣って載きたいし、叉毅育課程には音紫

図面、裁縫、理 ｾ ［［ｉ 等もあ ｢ 小接校では給食地設の

完備の必要があ b ますが、特別毅室に封ずる考慮

はどうなっていますか.

B 鋼 筋校舎で怯考慮していますが、木造校舎

で は 2、3 年 後 に な り ま せ 九 し か L モデルの意

味で少しづっ管施して行く積 b はあ b ますし、今

年も木造です が体育館乗用講堂の施設を 1 校やり

たいと考えています。特別数量についても 1 校に

1 較室づっf1 t ひそ新設したい考えです。

A  新聞て見ますと文部省はモデルスクールの

計画を琵表して居 b ますが。

B  ええ金園ぜ約20校程大体鋼筋ですが地方に

よるも木造もあ b ます。文部省施設課の指導の下

に変局されつつあります。結構な考えですが、大

阪の場合は申請しませんでした。地方の' a : 紙も異

るし、今の践は肉量の問闘が未解決ですからね。

A  理想的な校舎抱設としては女部省はどんな

ものを考えていますか。

B  之 ｾＱ は建築雑誌［Ｒ Ｕ 年 Ｖ 月現にモデルスクー

ルの案が出ていますので、それ等を参考にしてい

ただいたらよ ハと思ひます。然し実際の設計に営

つては漁 算 2 期、敷地等の関係よく 連想、よ りかな

り離れたものになりますよ. 校舎の内部設備其他
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柱間等の設計詳細につい‘ ては大いに文部省の築の

良い賠を利用させて載いています。然しさきほど

も申上ゆ? と地方地方の実妹により大阪の様に、或

る接校 の 1部焼失せる ものの復醤とか、奮基礎の

利用等の融から木造校舎ではメーター法の探用さ

せ歩、以前の4間 X 5間型化準じて設計 しています

A  其の外大壊、高率、幼稚園等の後沓新設等

の事業の扶況等について何か新しい = ユ ースはあ

りませんか. 其他しめくくりの意味の御意見は 7

日 大接関係は市立新制大謬の校舎を昨年から

やっています。これは大休菖鋼筋コンクリートの

改造事業ですが、盤大、理工ｾ部、家政製部等の

理科系校舎の改造は非常に注文が離か L< 設計に

時聞をとりま した。 向26年度は醤大の本館そ 7階

建鎖骨銭筋コンクリート迭とする案で設計をすす

めています。理工製部、家政事部も来年度入率生

徒牧容及ひ・研究所の増設の翁かとりの仕事そしな

ければなり まぜん。商大関係では図磐館( 明治校

舎〉の復曹、観校舎の復菖そ行って居ります。そ

の他温泉療養所、臨海実験所、温袋、宇宙綿測候

所の新設叉は改造を計画したり 1 部実施もしてい

ます.

幼稚園については最近務設はありませんが、休

業 中の幼稚園の復活ゃ、腐朽建物の改遁による新

設 J e致して居ります。叉大阪市には風71く筈後に:歓

遣したパラックの校舎が約 500 殺虫分程あり小中

身各校数室以外色んｾ用途につかはれて ｩ いますが、

之を解消して新しい 2 階建に改造する笑をつくり

Ｑ 部昨年 実施じました 。今後は ｾＧｌ ｾ＼ｬ 改造する

積 T 'eいます. 叉40年以上をへ? と老朽校舎も相常

あり、この改装叉は取梯いも重要問題になって居

ります。 P ・T . A 皆綴も接校の施設については

自に見えぬ色々の出費がある様に聞いて居ります

早く毅育税とでもいう様な安定した大財源によっ

て安心して次代の少年の教育にあたる義務教育施

設だけでも一日産完成して文化圏家の ν ツテルにそ

むかない様に したいものですね。

A  ゃ あ どうも色々 と 有 難 む 簡j s:t. 王様で ーも教

室 1 つ建つのも仲々大嬰なととがよく分りま' した

お互ひに努 力して早 < 2部教授を解消する様いた

しま しょ う。さようなら

(筆者・大阪市建築局襲校建築係長〉



，事室用

家具に

ついて

堀 田 朝 生

とんなととがある。或る民主間体本部。建築競技E生計

滋 募 規 程 に 日 < i絞式は自由なるも、民主的濁体に相熔

しい外観とするとと」と。恐ら〈規程を作った御本人は

縫い気持で、お役併の殺に箇苦し〈ならないととを要求

したのだ ろうが、E益基王者にして見れば甚だ不符要領 であ

っただろ うロ扱草野に考えると民主主義を表徴ナるにはど

んな外観にすれば良いかと雪うととになって、之間容易

な問題ではない口しかし之は未だ良い方だ。織宇中日本

精紳を表徴すると稽して、丸ピノレ C 屋上に本願寺をくっ

つけた擦な建物がやたらに横行したが、泉して見る人に

日本精神を感じさせたかどうか。ともおれ建物に注文通

習の精紳を反映させることはむつかしいD

ととろで又とんなとともある。古色蒼然たる木造。、

メラジクのま置な校舎に居た? 着時は所飽質賃剛健、事主衣破

帽 を 誇 P として居た畢生が、餓筋コンクリート遣のモダ、

- : y な校舎i ' て移った途端に、ズボンの折目を費まにし、腰

の手拭はやめてｾ白なノ、 ｹ カチーフをポケットにひそま

せる様になった。恐ら〈止? とにでも見られる現政だろう

環境はたやす〈人を作るが、人が所定の環境を作ると

とは仲 h 容易なわざで tまないと思はれる。

第 1 薗 イ タ ワ ー

本論に入る o 今 0 生活程度では、玉虫 b  <主主れて始めて

裕子式生活をずるのは小8 生えだと思はれる D しかも児童

主主の生活< D &f ' 分はととで皇室るとととなる。 して見ると吾

k ば小接校。建物自体もさるととながら、家具 K も相官富

な考慮を扮わねばならないととが分る。見愛たちの生活

者己快適に、能率よ〈するためには、勿古昔、特に克主主たち

にｾえる家具と官うものの初印象を良〈するためにも ｄ

叉身。まわ P の始終使用ナるもの C 影響によって、知 b

ず知らずの中に良い感3患を培ってやるととをも考慮しな

ければならないD 家具に限らずすべてが生活。道具であ

ると同時に貨物数育C 教材である ととを見逃がしてはな

らない主恩うロ

児童机正 はとれだと耳目から決めてかかっていると思わ

れても仕方のない程、金閣W ; k 浦々に劃j るまで会〈向型

の机が使用されて居る現妖は、との意味でもう少し考え

斑す必要はなかろうかD 建物も似た P ょった P だが、之

ほ e 金湖に行幸亘ったユニ y フォームも珍しいD 勿論ユ

= フオーム必ずしも不可ではないけれども、もう少し見

て見て美しいもの に出来ないものだろうか。叉もう小し

メラェテイがあっても良〈はなかろうかロ

手 許c 外図雑音志から拾って見るロ実用本位の見るか b

に頑丈そうなのから、 F再々 にまでダ D ケ戸トな心を記ワ

たのまで、夫k 図民性を表わして居て面白ヤロ殆ん E 同

ーの機能を満たナのに之ほど の種類が考え出されたとと

にも奥・妹を惹かれる D 飽〈まで機械的なアメリカのそれ

造形意欲のはち切れそうなイタ !J - <Dそれ、フラ: y ; ; < . 語

の説中島さにも似たフランス C それD

とれらの些細な心、遺いが第二の: : 1 / レピジェー、第二C

グロピウ 1 を 育u 、いや文化図家を育成する何毒事かの後

後になるととを思えば、深然とすると同時に、もう少し

考へて見る必要がある ζ とを痛感する口金は無〈とも頭

脳的プレーの余地は充分残されている c だから。

〈筆者・京都工箆繊維大穆講師〉
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第 2 脳

上 ア メ リ カ

中 二 段 フ ラy ス

下 左 オ ラy ダ

下 右 イ ギ リ ス



本 野 精 吾 氏 を 憶 う

伊 藤 正 文

今年。夏で、本野矯吾敬授の七回忌を迎えるととにな

っ たD 京都高等工拳拳佼 で の 永い敬授生活の宇宙、日本

の造形文化の市 K 鐙された功績の大きかったととは、今

夏ととでゅうまでもないし、造形以外の方面でも、随分

氏の力に擦る民主C 多いものがあったのだが、氏の生前の

知己によっで、 ζ の 7 月、回願書E作 製 を 余 ね て の 法 援 が

密なまれ、墓碑が建設されるときに際し、建築界C 先 想

として、少なからぬ啓設を絞り、個人的にも常に畏敬す

る亥人であ P 指導者だった氏についてお分として C 自分

が ζ とに Ｑｉ 、文そ卒してそｉｚＩｾ畿のほんのー端を紹介しつ

つ、氏のあ P しR る回想するととを許してままき度いと思

っ。

1927年の 6 月、むし暑い日の午後であった o 上 野 伊 三

郎氏夫婆と私とは、京都圏郊毒事持院北町の宅に氏を訪ね

たことがあったロ庭樹の脅 k と繁った間には、ちょう E

紫陽花が咲いて、しめった土の香が漂って来る窓際の精

子に傍って、建築意匠とゅうもののあり方についてしみ

じみと穏をしたD

かねてから、氏が主強されていた住宅機能の問題につ

いては、未だ苔図では他からは聞かれなかった頃である

が、住宅意匠の基本的な事柄、建築の本賓として、 ζ れ

について論考していた話題な@ である。

偶々フランヌの I : : : 1 ノレピユジェ」とゅう名が、ボツポ

ツ日本へも傍えられ初める頃であったので、話はウヰン

ナ >>>b*て聞もないリッチ夫人を中心、にして、コ P ピユ

ジエのE庁官官建築紛精料の問題にふれて行っ? とロとのコノレ

ピグエの裂鈴と本野氏の主援する建築機飽の思想との聞

には、Ｍｾｾ官主主ずるものがあるとともに、一面には其問

に遮断され九仕切りがあることが、段 k にわかって来た

今では定築科以外の隼生ですらよ〈知っているコルピユ

ジエの名も 、当時の意医研究者を自認して居? と吾々の間

でも未だコルピヅエーとか、コ Jレピツジ = - 1レとか、随

分w手な呼田ぴ方をされていたものであったが、その時に

「コ 1レビュ ージエJ とゅうのが正当であると わ か ヮ た の

だった。

「位宅は住む震の機械である」

とゅう": : : 1 1レピユジェの係務は、金< :耳: 新しいものであ

ったが、とれまでの

「建築は装飾萎術である」

とゅう見解、或はもっと古〈、バロツグ時代の思潮を

継A < するととろの形態と色調とのロマンチツグな構成が

建築であるとするものに対しての軍基豪的な愈昧に附役立

つであろうが、ヌ宇野氏のE庁調、定築の本' I l a : 表現ずる言

葉としては甚だ不満足なものであったo 吾，々は、と とで

もう一度、日本の風土、特に自 然的風土の他に日本人の

生活をも、その歴史的な現貧乏も合めた風土役、それに

立制した放龍、それが、建築怠匠ｉｚＩｾ年件になるべきであ

って、現在のヱ皐的資料は無鈴意匠僚件ではわるが、 当

然・に、日本人の生活C 偲統が合まれて旅るし、或 は 日 本

の 歴史的な文化形象の中から、新しい建築の精神への益

分 が! ! &牧されて然るべきであ宮、暗示されるととも少く

はないとする考えなのであったo だから、宅f A ' もまた、

自動車中門鋭や飛行機の機械的な美しさは勿紛わか っ て

いる@ だが、それら機械類の表現と、建築の本質とはま

るで綴のないも C であるととや、 者1ってとの1 i ) . 腎から生

れて〈る概念。混筒l を防ぐ必要のあるととが官首長自になっ

たD 苔 h としては、疋しいi j < 築のあ P 方をもっと普及し

なければなるまいとゅう話にもなった口

路が遡るが 、? としか大正 8 年と記憶ナるが日本建築 協

舎が、その妓初の大舎を大阪公合金で聞い? と ζ とがあっ

て、その奇書貝として本野氏が出席され、私は若Mながら

その 1 民として出席して毅し〈建築について際 P合った

が、それから数えてその頃まででも相差是の年月があった

が 、氏 の建築についての考え 、或はー般蕊術に封ずる態

度は- : l l r していた。

lsi ぃ意味での生前 Vて基獲を aいた蓄基衡のあ習方を、氏

の天分であ った豊かな感性 k 、多面的な滋術的 体厳から

日本に於ける建築の溢み方ｾｪ｜ￌｪ＼指示するものがあった

それが前にいった上野氏毒事四人の対談の隠mにも現れた

ととだったと思う口表面的 K 氏に封していた人々には、

との多面的な研究態度が、却って移 P 気な趣味的な1!f綱

にも見えて、つまらない批郷を敢えてしていたようであ

った白

私の愚見をもってすれぼ、趣味性は塗かであったが、

氏の欝術家としての態度は、その根底に於て一貫してい

霊［ｾか ｰ

事マトラ ｊ｜ｾ ザｲＭ ａ

粗製121!?
株式曾恥大和ゴム製作断

39  



主E摩や作風に共感民主将ないものが少くなかったからであ

るD

その頃日本の新建築として@ 師事稗は. 本野氏を: 初め吾

々の主張した日本の風土性に基〈在韓首E袈紫を取上げるも

のと、メウノ、ウコミの主援や手法を菌; 篤ずるものとが混同

され、或はオラ : /: J t' 、イタリア、フランス毒事の新建築家

の作風とが混同された口その中でも、コ P ピユジエの著

者が出て、それが穂凶されるに従って一種の コルピエジ

z 波、或は純粋証置と自得ナるものなどが現れて、主主々一

般の人々の認識を混迷に導いてゆ〈ー方、その形式を然

厭いする人々も現れるような有総だった口

その問も、表現の技法は、都議材料に於て共通するも

のがあるとしても、本質的な事柄 l亡関しては、節操を貫

いてゆとうとしたのが本野氏の態度であ P 、吾々の気持

でもあった口そうして、新建築家としての態度を、機飽

の基本僚件に置いて、その閣際性を包めていたo といっ

て、 E容に機能主義とはいえなかったロむしろ淡い解穆の

機能的合理主畿を主な4案件としつつ、その軌範の外i亡、

自由な益事術的な余地が当然に残 さ れている筈で、むしろ

その点に創作意匠の寸. 揚を求めるものであったo 否$ る

との点から会形態えの構成が設反ナると見る D とと では

滋 だ 設 現 が 不充分である が 、 当 時 吾 k の聞では 、いつ も

協議された虎であった D 後年、プルノー・ 9 ウトの遺著

「建築義術論」の中に、見出される 論考と 一致している

最近、建築の意匠皐方面で取上げる話題 j亡、ファング

シヨナリズムに闘する「用と葵J に就ての問題があるが

「用と葵J i;筏能と護術」とゅ う文字の並列 だけでぽ建

築自体の本貨にはふれるととが出来ない。用と美とが建ー

築に於て如何なる闘は P 合いにあるのか、建築とゅう一

つの有機体が、どの 2 つの言葉に表はれた意味のどんな

結びつき方によって構成されるのか、それをもっと考究

しようとしたのが当・時の本野氏を中心とする人 k <Z>態度

であったo 建築。用と美、との頃との言葉から、当時の

本野氏の態度を回想、し感深いものがある口とうゅう立場

から、氏はコルピユジ = I C笹簡を怒って、その愈見を匡

そうとし? と ζ ともあった。それは彼の作風が、技功に走

P 過ぎて、機能的であるべき部分ですら、 彼の主観にの

み陥ってゆくかのように恩はれる時季があったからであ

るロアメリヵからノイトラが来た時も本野氏を訪ね、 ζ

の問題を紛じ・合ったととがあるo しかし人間生活とゆフ

庚い見解からは、ノイトラの考は、未だ本f j ! ) . 氏を納得さ

せるには、充分でなかった) : うに官己憶 している o ｾウト

の米聞について降、本野氏を指導者とナる寄々の合の連

絡が多かったのであるが、両氏の曾談は一再ではなかっ

たロタウトとしても、日本を理解し、日本建築について

の知識をあれだけ深められる惑には、ヌ宇野氏の思l想によ

たD 生 活 観 か ら 燃え主る情念が、 氏の行動をして 、あら

ゆる益事術的体験をさせなければ止まなかったのだと思う

との駄では可成 P の非難のE撃があったが、敢然とされ

ていたD だから否k は、氏から敬えら れるととも多かっ

たし、現に脊k が意図し、研究している態度の中に、氏

の思想が、そ@ままに、J i . t は形を縫えて表れているもの

が、少〈ないとゅうととを反省させら れるのでおる。

挙時、吾々の建築意匠に釣する態度についても随分白

い限で見ょうとする傾向があ P 、 他 の 新 し い 運 動 の 傾 向

や思想と混同して、噴飯に値する話E宜 停 や 陰 口 を 敢 て す

るものが、かな P にあったが、香 k が乙に封抗しようと

する無分別を勧めたのは本野氏であった口氏の此鈷につ

いての態度は、会〈宗教的な無抵抗主義にも比してよい

ものであった。

日本へは、 芸品時ドイ ツC デツサウに移って閣立美術大

患となっていたメウノ、ウスの意匠方針や敬育方針が停え

られて来たo 4をに、メウノ、ウ A <Z>校 長 で あ った建築家グ

ロ ぜウスの機械生産的工i f 1 j への主張が、かな P に窓〈日

本の背年作家康に浅み込み初めてい? とo 餓パイ 7 ・の家具

や、モンドリアン 風の直線的な構成文様などがそれであ

ったし、建築にも多分 ｩ 亡外形的模倣が入って ｾｏ ヒ ｯ 彼は

建 築 に つい ての見解を訴演し、新しい建築材料としての

餓、セメント、碕子 の 生産古 ｾ ｩＡｴｊＧｦＮ・的である事賞から、そ

れを新しい建築意匠 の基礎録件としたロ 本聖子氏をはじめ

否 k 同人達はバウノ、ウユには殆んど関係がなく関心して

いなかった D むしろ装飾的、手工軍事的で、日本美術研究

を標誇としていたウインナウエ 1レクジテ γ テに連絡と関

心とがるったo それはウインの ζ の組織の主要なメンバ

ーで あ っ た D ツチ夫人中上野氏がいたからではな〈、毒事

術性を建築から否定する程合理性に倒し? とメウハウスの

サ ツ ジ ユ 、 ド ア ー 、 ジ ヤ ツ タ ー

鍍 金 製 品 、 自 動 車 々 体

部 品 、 車 輔 、 接 動 機

品企

大限市西直江戸堀上通二ノ五七

電 土 佐 掘 ( 44) 2  1  8  8 番

東京都荒川区三河島七ノ七八O

電 下 谷 8 1 5 5 - 8 1 5 9.

東京都葛飾直奥戸本町一0 0 0

電 本 閏 1 9 0，1 9 6，1  0 1 8  

千葉l醗肱橋市海紳町二ノ三五O

電 舶 橋 5 0  9  - 5  1 . 1  

東 京 都 千 代 田 直 丸 ノ 内 二 ノ 三

三菱新館内電丸ノ内 9i 3，4501 

妥量r

E ヨ本 建 議 株 式

本 社 及

東 京 工 場

中 川 工 場

自古橋工場

大医事務所

自

内

月If
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ヲてサゼ 1 トされた虎が多かったのではなかろうか。滞

日3 ヶ年間殆んど行動を共にしていた上野氏夫妻の助カ

はゅうまでもないが、寄k としての 9 ウトを迎えた態度

は、矢張本野氏に負う民主であった主いえよう o それ以来

もはや20年を経過した今回、日本の建築は、 幽りな P に

も、本筋は、当時から氏の主ｾした路を辿っているよう

に見えるロ

又それ K t . . て必余 P にも氏の仕事は、隠れた業畿にな

ってしまっているととは、問じ主張をもっていた吾々に

は悲しい事貨でもある。

本野氏が散人になる直前までの建築関係の仕事として

は「住料文化探究曾」があれ伎を主とするま量型ー伎の

科事的乃至ヱ草草原的意医研究の図体であったが. 相当の

資料が集 E かけていたのに. 氏の逝去と共に解体してし

まったのは残念などとであった。其他 直接間接、氏の指

導をうけた人身によって構成された建築中工欝の圏体が

あ れ 氏 の 精 神 が 吾 々 の 仕 事 の 領域 で 突 をま吉ぷ ζ とを婚

来に期待したいものである D

故人にとって或は迷惑であ P 、あるいは綬謬がある か

も知れないとの穀交を、民ゎZ霊前に捧げるのは私の氏へ

の敬慕の念以外の何物でもない ζ とを附記して格簸ずる

本 野 精 吾 氏 を 偲 ぶ

上 野 伊 三 郎 i

本野氏に治めてお自にかかったのは 1926竿の秋頃であ

った、 E局襲留事から賜って新築した私の家に遊歩的E霊祭

家 が，縫って祈建築運動乞起そうとして時々相談合を催し

た時の事であったと恩ふロ挙時集った人々はい づれも私

と同年主主- e . あったが、 19年先輩の本野氏がとの仲間に本

然で入られた事に歓3設を勢。 、その凌曾は傾:確に I宣する

ハ ガ キ 投 稿

本 誌 第 8 量書記事Eの、建築基準法 と建築行政@ 今後

c 在り方。と云う中野君の一文 を瞭み驚室入った次

第です。

君。意見によれば、市町村建築主事が砥認、事務を

採 れl宏 、 ポ ユ の 暗 躍 に ょ に 建 築 行 政の公正 は期せ

られないと、断ヒて居るが、未だ市町村に於て確認

事喜容を採って居ない現在、何ま浪憾に断言・出稼るの

であろうか ｄ 法第 ＱＷｾ 年第 Ｒ 攻、第 Ｓ 項、及第 ＷＸ 僚の

規定t l : 死文と心得て居 b れるか。

ものが4そかったo 1927年 7 月にはとの運動が「日本イン

9 ーナシ百ナノレ建築舎J として渓足し宣言統領を量産表 し

て機関紙「デサ' イン」を滋行するととになった。 ζ の話題

関紙は 3 年目位に舎直径の「イン 9 ーナショナノレ建築」

低となったが、向人として? とえず執筆し、新作の建築の

登表も度々されたが高畠寺の時商事の聞とその屋線を陸

屋根に、木迭を : : I ' ! / t 1 JJ ート遣に改作し? と聞とを比較し

ての鈴文は光彩を放って居た。

ヱ昔話方面では京都の染央HIl 問屋大姦商j苫の重量行ナる高

級美術総総 ｲｾ 軍事事」に常に清新な畿を揮って居られた事

は氏の絶えざる恩5震を示して居る D

私が市 の中心部から等持院え移住したのは肉氏の好意

によって雪之 を紹介してもらった結果で 、丁度氏の隣家で

あったので御家族の方々とも皮k 面接の話題合を得た。

東京から時々入浴したタウトといっしょに問邸を勧問

した高野もあったo との頃の氏はフラ ンス 人 形 製 作K 夢 中

であった。何で も製作する惑が好きで、家 内 中 の 洋 服 は

皆同氏の自作であると聞いて驚レたロ何でもその動機は

洋服の縫ひ貨が不ままに高いのに噴慨したからとの穫であ

った D

昭手n14年に私は高崎え引越したのであるが、その当時

は大相('J;lf! 堂 氏について南禽綜習の最中で、問邸内東南隅

にｬｬｉＡった菌室でよ〈南西鈴を聞かされたものだっｾロ

私 の引越 し以来は御無沙汰勝ちとなってしまい舎の機

関紙も寧謝時代に入った震いつか休刊して居? と P して赴

報もズツト後になって知つだ稼なととであった。

常に混音質人に接し、怒った額は見た事がなかった。 一

方何でも信念に突遜ナる放しい気伎で、そのおには俗E平

等策にも止めないと云うととろがあって、時に世間から

f A 解された事もあった畿である。

人材不足 の現 日本に矧的E息子t ヘヒる E巳と失って早川辛

を迎えるのは感無料である。

〈銃者・京都美術大隼鯵師〉

大 原 市 建 築 局 庶 務 課 指 君 主 係 投 手 西 山 秀 之 助

殊に市町村よ P の建築出願に於て、建築違反が行

われる完走態に於ては甚だ危険である。と云うに至つ

ては、官官堂入 った暴 論である D 少〈も官公飽¢事毒事

分掌を知って居る人のロにすべき事ではない。

更に君の考へて居られる程度の事は、法案提案者

及衆多両院 の言者賢 は充分考へての上、法律化された

のである事は鈴を待たないo 今夏俊% の運鈴によっ

て法律の是非を 翁ぜられる事は、凶舎の言者威を侮辱

するも のである 事を御考へ 願ひ度いロ
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地震と 其 主守 策 の

戸位‘

吊 識

日 本 建 築 協 曾 災 害 委 員 曾

本合は建築家の立場から地震と其針策につき重量年前から概査研究を綬げつつ矯めにより

勝演曾座談合並に建築物の補強対策等相談 i C感ずる総書夜間出張の計画を樹ててお P まナ

本格は其養 料の 一端 を取纏め今般分割掲設するもの でナ、勝手帳単行本として繍＼ｾ刊、

地震K 封する知音誌の普及を掴! l ! l l : ν、念願です、地震は忘れた頃に起る大童な災援です、

希は市町村、第校各職場、鰭図体外各方面の御共鳴を得多重主購入激約と共に上自己鯵演曾

等御申込下され災害激防の一助に協力されん事を切痘する次第であ P ます白

本パンプレツトの作成に1 U執筆編集に多大の協力を煩はしました委員畿中一良君、続

尾華皇賞君、鷲尾健三君、高精度夫君に厚〈謝意を表しますo ( 委員長〉

1. 地震はなぜ恐ろしいか

私達の住む日本が、世界でもまれた程、地震の

多い園であるとと 、そして脅かちとわい物の第一

呑自に地震があけられてきたととは皆畿のよくご

存 じの事であります。昭和23年 6 月28 日の稿弁の

地震は、まだ私遣の詑憶に新しい出来事です. そ

の少し前の昭和 ＲＱ 年 ＱＲ 月 Ｒｾ 日には南海道に大地震

があり、昭和19年 12月 7 日じは東南海道に大地震

がありました。叉昭和18年 9 月10 日じは、鳥取地

方 に 地 震 が あ れ 昭 和 8 年 3 月 3 日には東北地方

の三陸沖に大地震が起りました。とれは地震その

ものの大きさとしては、最近 100 年聞に民本で起

った地震中最大のものでしたが、幸いにも海中て

起ったために、地盤による損害は少かったのです

が、その代りに、大きな津波が起きて、三陸沿岸

で- は全滅した漁村もタくあ P 主せんでした。叉大

正12年 9 月 1 日に起った関東大地震の災筈は、人

類の歴史始まって以来の最大のものとされ、営時

. : a 始まって以来の最大のものとされ、省時を知っ

ている人々には、つい最近の様主主生 k しい記憶が

残っているととでせうの

この他にも、家を倒し、人を傷けた地銀は最近

20年の間だけでも 10回以上も起っております。と

うして指折り数えてみますと、少くとも、 2 年 か

3 年に 1 度は、日本中の r とかで傘い人命が失は

れる程度の地震 が起っている事がわか b ます。今

後に於いてもとの事は残念なからかわるととはな
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いでしょ う。 私達は数年1 ' L . 1 度 けおそるべき大地

震 が、日本中の E とかそ襲 うととそ畳悟し友けれ

ばな b ません。

との悲しむぺき蓮命は、さげよ うとしても苓け

る事のできない大自然の必然Jのみちであります。

しがし、地震による被害を今っと軽くするとか、

出来ればとれそ菟れることは、私遣の注意と努力

次第では、出来たいととは主主いのでまうります。私

遣はとれまで、大地震にあってひ r い自にあわさ

れたすぐ後では、やかましくさわいて耐震建築が

どうの、燃えない家がど うの、地震殻知が，/:' うの

とさわぎますが、のど もとすヤれば熱さを忘れる

の た と え の 通 れ 数 ク 月 も す る し も は や 忘 れ 去

られるのが常でありました。そうしておきたがは

地震を恐ろしがるととは相も費ら今で、ほんの僅

か、戸障子そゆるがしたり、電燈がゆれ動< t 立の

小さえ主地震でも、顔色を賓へて戸外へ飛び出そう

とあわてたり、 「近い内に大地震がるる」などと

いJ う一部製者の話でもあれば、よく内容もたしか

めないで大けさに騒ぎ廻る様友人々が多いのであ

ります。とれば一体何がためでるりましょうか。

その理由の一つは、普通の人達の聞には、地宣言

ξ いうものの常識が極めて幼稚であるというとと

か大きな理由であ ると，也われます。地盤の研究と

いう問題は、主主かなか大き左問題で、一朝一夕に

はまとまるものではありまぜん。そのため地霊感

者の聞にもまだはっきりとした地震の説明が出来



ないためでありましょうが、地震の正体が分らぬ

か ら、何でもないものにまで恐ろしく思うのであ

ります。

つぎに、もう 1つ大きた理由がSうります。それ

は、自分のいま居る家が地震に封して安全ではな

いとい う不安そ持っているからであります 。残念

乍 らさきの地震の研究と同じように、今日のとと

ろではまだ、地震じ謝して完全と思われる封策が

見付かったわけではありません。まして菅で、は、

とうすればよいという自信のある針策がたたなか

ったのは常然のととでまうりまして、そのためじ、

やられた らやられた時のととと、運; a 天にまかぜ

ていたため、大地震にあえば家はつぶされるもの

そして火が出れば家は焼けるものと全然あき らめ

てきたのが大きな理由でありましょう. 喜うぶない

家に位んでいるという不安の念がいつも頭にある

から地震がとわいのでる P ます.

最後にもう 1 つ、それは地穫 とい うも のが全く

突然やって来るからであ P ましょう。地役のある

ととが前以って齢風のようにわかるよ うじなれば

どれだけ心強いととでしょうか. だか らとそ地穫

のあ る度には必 ら今、地震被報のととが問題とな

ってい る様でるります。しかしなが ら致報そ言い

得るためには、 「何月何日何時頃、どとに、どの

程度の地震が起る」という所まで言わ主主いと意味

がないでしょう。そうで主主ければかえって人心ぞ

動稀させるばかりで、筈の方が多いととで、しよう

ととろが今の所、地震謬者の努力にもかかわらヂ

*-t:. 地憶を硲: 賓に激報出来るという域には達して

居りません。

c の様に私等が地震をと わがった 3 つの理由は

泉して正営なものであ b 乏しょうか。私達のや b

方主日付で之J金征服アるととは出来ない ものでしょ

うか。…・・・… ・・答は簡単でi ! ; T " ' I ' して、私達の注

意と努力次第て地震の災宅さそ軽くするととも出来

叉その結果地震のとわさも? っと減 らす事が可能

なのであ b ます。

すたわち、ま今、地震の常識者旨養 うと と、次は

地繁忙ーとわれたいような家にするととでまう b ます

地震 の?象幸授が正確に出来て も、地後の来るととは

確震なのであ b ますから、地首長にあっても安心な

家に住むととが第 1 なのでるります。

地穫の常識を備えよ

天災とあきらめるな

激報待つよ b 封策を

2. 地震計の話

今日の地袋等は、明治の初めごろに日本に於て

起 b ました. それはその頃、敵米の理工撃者が、

向うの皐聞を日本へ取り入れるために大ぜい招か

れて来ていたので、したが、日本にまうま b 地震が多

いので、とれふの人 N のなかで一部の人が集まっ

て地震の研究を始めたのでる b ます。そして明治

24年の濃尾地方の大地震のあん文部省に震災致

肪調査舎というものが置かれ、一段と進歩し、地

震が多いおかけ・で今日でも地震壊の中心をt J : して

お P ます。

さて地震を研究しようとすれば、ます手地震のと

きの地面の格れ方; a 測定しなければな b まぜん。

との地商の格れを地盤動と呼んで居 b ますが、地

震動を許・し〈調ぺるには、私達の身体の感提Tざけ

ではあてにな b ません。何か器械を使ってとれを

記銭するというととにな b ます。所がとの問題は

そう簡単でわあ b ま ぜ ん 。 な ぜ か と い う し 地 面

の動きそ毘録しようとする器械自身が、地面の上

に乗っているのですか色、之も地面とーしょに動

いてしまうからでまう P ます. とのため、地面が動

いても自分は静止している様なものそ何かの方法

で 作 P出さなければな らないわけです。とのもの

を如何にして作 b出すかという研究から今日の地

震事が始まったのであります.

ｾ＠
¥._、

←ー』ー- 、 l

<1. ).  

第 1 図 地 察 官 十 の 原 理 〈 垂 直 銀 子 〉

そとで、との動かないものを作るには振子を使

えばよいというととになりました. 振子の 1番 簡

単なものは糸のさきじ鍾を付けたものであ b まし
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て、糸の根元を動かさす干において時計の振子のよ

うに振' ぜると第 1 園( イ) のようにグラプラ行っ

た b 来た b運動します。ととろでとんどは、との

振子. : a' ーたん止めておいて、糸の根ものを早〈左

方に動かしてみますと( ロ〉聞のように鑑は動かす事

に、はじののf古. 置に止っています。つまり、振子

の根もと カ動いても、錘は止っているというとと

じな b ます。とれで左右の動きに封して動かない

賠が出来たことにな b ます。しかし友るほど、糸

の棋もとを非常に早く動かした時には、鑑は止っ

てい ますが 、根もとの動かし方をゆっく b したと

きは、( ハ) 閣のように、鍾は止つ C いるどとろか

かえって大きく格 れ出すでしょう。きてい〉のと

きに鋸がグラプラする運動は、 いつもきまった時

間で錘がー往復します。とのー往復の時聞を振子

+  

き く格れると となどは、簡単に管験するととが出

来るでしょ う。

とのよ うにして、ユサユサ動〈地商の振動に謝

して、ユサユサの周期よ b歩- っと長い周期の振子

. : a ' 作って沿けばーとの振子の鍾は助かない貼とな

るととがお分 bでしょう.

ととろが、賞際の地震では、ガタヵ・タ か らユサ

ユサ、ときには非常にゆっく T e 、舶が格 れるよ

うに感じる依周期の長いものがあります。とのよ

うた場合でも動かない駐を作るためには、余程周

期の長い綾子を使わねばな土今、そのためには歩

いぶん長い糸. : a ' 佼わねばな ι ぬととになります。

とれでは器械が大きくなるので、形が小さくて l .

かも周期の長い振子を作るととか色々工夫されま

した。たとえば第 2 圏のように、言宗直に回轄する

車自に棒をと bつけ、その先に鍾沿っ

けます. そ して回韓軸を香直の欺態

から少し傾けますと、四時軸のまわ

b に振れる 1種の振子が出来ます。

との錘はほ俗7.K.zp. f J ; 商の中て動くの

で、水平振子と呼ばれ、との振子は

四時軸を霊直に近づけるに従って周

期が段々 長く友 b ますので、前の糸

の場合のよう陀大けさな器械になら

今、周期も自由にかえるととが出来

る便利なものであ b ます。との原理

による地震計『亡、明治時代に大森博

士が考えられた有名主主大森弐水平振

子地盤計があります。又とのほか第

4 聞のよう に振子を うすい板ばね で

鍾そさかさまに支えた倒立振子と呼

ぶものや、第 5 圏のように鐙をスプ

リングで吊して上下に動かぬ黙を作

るやうえ主ものなど色々工夫されてお

ｴ 上左〉第 Ｒ 図地ｾ計の原理 〈上右〉第 3 図大i l R式水卒伝子地震計 T " i f して、之等を色々に組合わぜて

(7)<. 卒銀子〉

〈下左〉第 4 園 地 震 計 の 原 理 〈 下 右〉第 5図 地 震 計 の 原 理 変 際 の 地 面 の 振 動 そ 記 録 し て い る の

(倒1' 1: 双子) (上下に並走動ずる〉 であ T -:ます。

の周期と言いますが、との周期より? っと早い留j

合で糸の棋 もと. : a ' 左右に動かした時は( ロ〉のよう

に鍾が止っているので、根もとの動かしかたそ段

々おそく すると錘がフ' ラプラ L 出し 、娠子の周期

と同じ付: の早さで繰も とを動1J、した時鐙は最も大
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3. 地震動と震源

とうした地震計を色々の場所に据えつけ、おの

たのの場所で地震動の最初t t : i i C 録された時刻を調

べ合せてみますと、地震は或る場所で起きれ、そ



とか号振動が四方八方へ停わって行〈有様がよ

くわか b ます。第 6 園は大正. 4 年 5 月23日の北但

馬地震の時、同じ持費iJ t r : 地震動の最初を記録し? と

場所ぞ＿なきＮあわせた地図で 、 高ｾ l J まして、ちょう

ど池の中へ石毛主投け入れたとき、波紋が四方へひ

ろがって行く有様と同じような園が得られます.

そしてとれか巳 r とが地震そ起した中心でSうるか

がわか b ますーっま b 地震は、ある務、か ι 振 動 が

波になって、水の波や音の波と同じように、四方

へ侮わって行くのであ b まして、 ζ の波を地震波

と呼んで- 居ります。つま b 地震波か到着したとき

私達は地震動を感じるのであ b ます。

ととろ 士、池の中へ石J i ' 投け入れたときは、波

を起す源は7 k 商にあって、波も亦水面を偉わって

行きますが、地震波を起す源は地下何十粁という

深い所にあ b まして、そとで起された振動が四方

八方え球面となって傍あるのであ b ます。との地

震波を起す源、主主震源、と呼び、震

源のま上の地表上の貼を震央と

呼んで居 P ます。

つぎに、地震計の記録を見ま

すと、地面の水平の振動は、始

めはノj 、さく、しばらくたってか

ら目立って大きくなっています

第 8 圏 は 昭 和2 年12月21 日の南

海道大地震 を東京で記燥したも

のであむ ますが、P の字で示し

た所が地震動の始めで、それか

色何秒、かたって〈との例では60

秒) s の字で示した所で急: に振

動 が大きく主主って居ります。資

際 fて私達が地震を感じるとき、

よく気をつけていると、はじめ

ヵ・タガタと小さい振動が練いて

それか 院しばらくして、大きく

ユサユサとゆれるのがよくわか

るで L ょう。 との ｐ か ｾｓ まで

の振動の小さい部分主主初期微動

という名が付け られてお b 、と

れ は E の地震の場合にも必らす事 意

あ b ま す 。 ; 軍

との初期徴動は何によって起

るものであるかというととが先? 問題となりまし

たが、混 J 、地震程、初期徴動の綾〈時間が長いと

とから、と才、は地震の波カ地面の内部. ; a停わ って

来るのに、速さの遭った 2 種 類 D波となっ ζ 来る

ためであろうというととになりました。

菅は空集中身毎秒、 300 米の速さで侮われる波ぞ

ある ζ とは皆様も御存じでしょうが、益集中ぞ俸

わる昔の波は 1 種 類しかあめません。 71< . の中も菅

波は侮わりますが、之も 1 種類の渡しかありませ

ん。室策や水の様な気体とか液体の場合は、その

体積を押しちぢめようとすると之れをさからうカ

が働きます。ととろがその形ぞ費えようとするカ

に封じでは何等さから弓力を示さ今、自由にかえ

ι れ、容れ物の形と同じ形にな Uます。ととろが

国体に主主りますと、体積を費えようとする力にさ

か ら う ば か り で 友 し そ の 形 を 轡えよ うとするカ

に謝してもさからいます. とのように、国体には

l H前Ol f 針

P  5  

唱。、や円れ

〈上左〉 第 E 図

地震波の停矯図

〈下左〉 第 7図

地貴重波の進む方向

( 上右〉 第 B図

東京で記録し? と南

海這地震の記録

45 



祭休や液体の持つ性質の外に、もう 1 つ余計の性

質 がaうりまして、とれそ剛性と呼んでいます。策

休や液体の中そ侮わる音波は、気体や液体に体積

の慶化にさからう性質があるために起るものであ

りますが、国体には祭休や液体の中の菅波と全く

同じ主主波と、との他にその剛性によって起るもう

1 つの波があるととがお分 b で L- ょう。と' の菅波

と同じ波は振動の方向が波の進む方向と向じであ

りますので、之は縦波と呼ばれ、剛性による波は

振動方向が波の進む方向と直角であ b ますので横

波と呼ばれて沿 P ます。クまり聞休には縦波と横

波の 2 つの波があるのでるります.

ととろで、との 2 つの波が進む速さは同じでわ

なし普通の岩石では、縦波の方が横波より 6 事l

fl ] : 早い速さを持ってお b ます。したがって、震源

から 2 つ の 波 が 同 時 に 出 ま し で も 震 源 か ら 離 れ

た地離では、最初に縦波が到着し、しばらくして

から横波が到着するととになるわけです。地震動

の初期微動は、はじめに縦波が到着して起す振動

であ P まして、しばら〈して横波が到着しますと

大き友振動とたるのであります。

もう少し詳しく言びますと、震源が僚 b にま下

にあるとしま今と、最初に下の方から縦波が来ま

すから、地面は上下に振動します. 従って、水平

動は殆んど主主く、水平動の記録には小さな振動し

か記録されないわけです。それから、しばらくし

て 横 波 が 到 着 し ま す し 今 度 は 地 面 は 水 卒 に 振 動

しますので、水平動の記録には大きな振動が記録

されるととに主主 b ます。とのように水平動につい

て言えば、地笈0 ) 始まりから、横波が到着するま

での小さ友振動が初期徴1 f jJ となるわけです。

震 源 が ま 下 に な い 時 で も 震 源 か ら 地 表 面 ま で

の聞に色 k の地居があって、地震波はとれらの地

暦ぞ通 b抜けて来るのでる b ますが、地表に近 づ

くにつれて、 地震波の進む速さのおそい暦がある

ため、屈折率の遣った物休の中を光が通る時、そ

の進む道が曲けられるように、地: J : 波も段々上向

きに進む性質がるるのです。 つ ま P 第 7 園のよう

に地震ー波は 貼l' 'i( ではなく蜜線のように なります。

それ故震顕地までの距離が相営はなれていても、

やは! ? J K卒動には初期徴動があらわれるのでまうり

ます。
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さて、との 2 つの波が地中そ傍わる速さの差は

毎 秒、約 8 粁とされておりますので、初期徴動の捜

〈時聞がわかれば、震 源までの距離は 8 粁にとの

聞の秒教をかければ分るととになります。

地震計の記録をもっと詳細に見ますと、横波が

到着した少しあとで、周期の長い波が横波に混ぎ

って到着しているととが分るので あ b ます。との

波は、地球の表面に沿って傍わっ・て来るものであ

りまして、とれは表面波と呼ばれてお P ます。つ

ま b震掠から出? と波は、縦波と横波の 2 つが地商

の中を停われそしてー? とん地表に出? と振動が表

面波と去っーて地表に沿って停わって行くととにな

るのであります.

しかし、とれらの波が侮わって行〈途中には色

々性質の遣った地屠があって、それらの境目て屈

折 し ? と し 反 射 し た れ 叉 地 表 面 に 到 着 し た 波 は

再び地中に向って反射' しますが、之は叉屈折して

地表面にあらわれ否のであ ります。との外さきに

お話しましたよ う に表面波が混ｾＮって来るという

風で、地震計には、色々の波が重なり合って記鍛

されるととになるのです。しかし、地震襲者は、

との複雑な記録そ詳細に研究して、地球の内部の

有様とか、地震の起る場所とか、その起り方主主 ど

色々のととが段々分って来る様になって来たので

あります。

4. 地球の内部

私達は太陽や星から来る光の波をしらべて、太

陽や星 j f 1:.' んなものか ら出来ているかを知 るとと

が出来るのであります。叉3な盛害者が病人の胸や腹

に手ぞまうてて、コンコンとたたいて、その菅で: 身

体の中の様子を診察するのと同じように、地震計

- a ' 使って、地球の内部の様子を知るととが出来る

のぞあります。地震計によ b ますと、遠い地孟¥

近い地盤、地下の深い地震、濃い地震 などの&> : 別

がわか b 、地球の内部を遇って来る波の傍わ b方

や、その速さとかゆれ方などそ研究するととによ

って、地球の内部がどの様になっているかを7知る

ととが出来るのであり ます。その結果わかったと

とは凡そ次の様なととであ b ます。

地球の牛俸は . 63i O粁であ b ますが、地表か ら

%れぞれ、 60粁 1200粁及び及び、 2900粁 ほ r の 深



第 9図 地 球 の 内 部

さの所に、地震波のよ隼む速さが、急: に質化する所

がi I ? ! J ます。てつま b地球はとどを境と して、何か

性質の遭った物か ら、成 b 立っているのだと考え

られる のであ b ます。つまり、質のちがった 4 つ

の 居2夕、ちょう r、 「玉ねぎ」の皮のように重な

ったもの、で出来ていると考えられるのでa ? Pまず

その屠の名と、地表からの深さは、第 9園のよう

であります。

地表か ら60粁までの地居は、私濯が一般に地殻

と呼んでいる、いわば、地球のうわかわというべ

きものでるりまして、との居は、地質時代という

今か ら何千万年も前という古い昔に、山が海にな

ったれ海が山t L'/ t ったり、 大きな艶動を くりか

えしたと考えられているととろでありますが、格

球の宇径に比べτ 、 100 分の l t L も足らぬ極めて

薄っぺらなうわかわだというととになります。

色々の研究の結果、今日知られているととろで

は、地殻の部分は、珪素〈シリコン〉と、アルミ=

ワム ｩｊ ｾ 主なも のであると考え られ 、シリコンの「

シJ とアルミニクムの「アル J をとって、 「シア

ル居」と呼ばれてたります. 女の屠は、珪棄とマ

グネシクムが主成分である と考え ムれ、之は「シ

マ屠」と呼ばれ、叉第 3 の屠は、 金属の硫化物や

酸化物であろうと想像され、中間屠と呼ばれてお

ります。とれより内部は、地球の内核と呼ばれ、

ととでは、］ヲケルと錦が主成分でＺ Ｎｾ うろうとされ

ています。そしてとの部分は、外がわか ら押しつ

け られて、大きい力をと受けている矯めに、どろど

ろにとけ? と、軟かいものではな〈て、強くて硬く

温度の非常に高いものであると考えられておりま

す.

5. 地震はどこに起るか

地震計によって、? とくさんのi l ; 源をきめてみま

すと、その深さは、非常に潰いものから、 100粁

まででありまして、そのうちでも、深さ 50粁から

60粁のものが 1 番多いようであ b ます。つまり、

地殻とその下のシマ居去の境の附近に地震が起り

やすいように思はれるので言う ります。 100 粁より

も深ドととろに起る地震は極めて稀民》しくて、と

のような地震を特に深暦地震と呼んでお b ます。

1 呑深いものでもまヂ 700 粁位であ b まして、と

れよ b 深いものは、今日まで、の翻i J l lJ で‘は、まだ起

っていたいようであ b ます。との深層地震は、普

通の地震に比ペて大捜稀で、その起る場所も、極

〈特別の場所に限 られているようであります。し

たがって普通に起る地震は、大休深さ何10粁とい

った位の深さの所に起るもの去考えて益支たいの

セン

であ !d:. して、とれそ前の深暦地震に封して、瀧

パツ

費地震 とも呼んでお b ます.

さて、世界中の r とで地震が起るかと言います

と、大休地震の起る場所がきまっているようであ

ります. 第10聞は、世界中に起つ? と主な地震の分

布を示すものであ b ます。とれでみまずじます手

太平洋沿取りまく沿岸地域に非常に多いととがわ

かるでしょう。震央の分布が、帯のように太平洋

を ぐ るヲと取りまいていｾので、環太平洋地 震特

と呼ばれております。日本は、との 1 部に含まれ

ております。即ち南北アメリカの西海岸か ら、ア

リユーシャン、千島列島 ta経て日本に宿って走り

台渇から更にヒリツピヘニューギ= ア、= ユー

ジランド等の南洋諸島を蓮ねた一帯であります。

もう 1 つ地震の多い地域は地中海の北側の一帯か

ら、小豆細亙. 中央亙細Kata通 れ 中 華 民 国 の 臭

の方に蓮たる一帯でありまして、とれは、欧E 地

震帯 と呼ばれて才まります。とまかく見れば、他に

も多少ありますが、大体との 2 つが世界の主主主地

震幣であり ます.

以上は地震の起る場所についてお話したので遣う

りますが、起ちたい場所にも特長のある事そ見逃

しではなりません。地震は地球上何底にでも多少

は起りますが、大洋の真中や、大陸の内部には極
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第 10図 世 界 地 震 分 布 図

めて少ない事が注目されるでしょう.

とれらの 2 つの地震替の附近は、大きな摺曲山

脈があったり、海には深いi海溝があったりします

即ちとれらの地方は、地質事Z的には比較的現代に

近い第 3紀と呼ばれる地質涛代に、地設に大きな

艶勤が起って、海底の地居そ持上ゆ、そしてとれ

を摺曲させて、山脹を作るような運動が行われた

地帯であるととを示しております。現在でも、過

、

去に引きつづいて私達の目に見えたい程ゆっくり

ぞはありますが、地殻には刻々と費動が起りつつ

あるのでありまして、との費動にともなって、地

震が起るものと考えられるようであります。

日本の島を見ますと、アジア大陸のふちに滑っ

て、帯欣に盛上ったような形をしておし大山服

s  

第11図 世 界 の 符 白 山 阪 地 修

48 



も

/

 

/

/

¥

¥

)

ノ

第 12図 白本の地震得分ヨti 凶

とまではゆかないが、いかにも山脹; a 作る運動の

1 つのあらわれとL - て出来あがったという感じが

します。過去に於て、日本の島; a作りあけた大き

た力、それが同時に地震そ起す原動力なのであり

まして‘ 日本が地震から逃れられないのは常然の

蓮命と も言えるのであります。

日本だけについて、 更に詳しく地震の起る場所

; a 調べてみますと、第12圏のように、太平洋の沿

岸に目立って多いととがわかります。

その次ぎには日本海の沿岸が多く、陸地の中で

は割合に少ないととがわかるでしょう。

太平洋の岸に結った海の中では 、時々極めて大

規概念地震が起っております。有名な大正 12年の

関東大地震、大津浪を起した昭和 8 年の三陸沖大

地盤、昭和19年に名古屋地方を襲った東南海道地

盤 、 昭和 Ｒｾ 年紀伊四国を殴った南海地震等は 何 れ

も太平洋に近い潟中で起ったも の で大嬰規模 の大

きいものであります。 とのような大地盤の起る太

卒洋岸の地締役日本の外側地震帯 と呼び、と れに

劃 しまして日本jf{f. 沿岸に沿った地帯そ 内側地震 帯

と呼んで・おります。 との地帯に起った最近の大地

震 は、昭和23年の幅井の大地盤、 昭 和 l 8年の鳥取

地盤等でるりまして 、 との地帯の地震は、外 側 地

震帯のものに比べますと 、その規 絞 は ?っと小さ

いのでありますが、主主似が陸の中或は陸地の極 く

近〈にあって、叉その深さが極めて演いために、

地 震動は急激てありまーして、せまい範囲ながら 、

接 央附近の被害はひ目、ととが目立った特徴であ

ります。 ( 以 下 次 銑 〉

(  10図 は 悼 の 削 山 阪 地 帯 )

49頁sTI E

11凶は世界地震分布図

風 水 害 御 見 舞

去る 9 月 3 日ジエン台風による風水筈につき心から御見舞、申上けます

何本合災害委員舎にては近〈今次災答。犯録をまとめ合憶に掲載の設定で目下準備中です。曾員各

位 よ P も窮民其他。費料や勝手旅の災筈封策等につ喜意見を御寄せあちん司王を切望いたしてお D ます

昭 和 2 ! ) 年 9 月

世閣法人 日 本 建 築 協 曾

大林副曾長並鴻池理事渡米歓迭曾

理事合、重陽曾. - H 志相集 ひ心ばか P の歎皇室合を俗i した。

御雨時十立 Ｒ ＱＩ 年 ｄ 月 Ｒ Ｖ 日大阪安にて渡米 の 主主につかれ 、 ＲＹ 日初回ｾ＿ｊ＼路シヤートノレに向ひ

米各地観察本年12 月末野草月される設定、御両氏の一路態。卒安と無事蹄阪を祈る。
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阪 紳 パ ー ク 見 欝 記

戦前甲子関球場と尖に中摩野球のシンホ・ルとして天下

に有名であった野球塔は櫨災委。鐙で名獲を止めてい る

が、其の前を重立了商、球場東南側に相封してl資表二万量産

坪を容し用j 聞に金銅栂を巡らされてあるー阪地が、将来

阪科聞の一大ユートピアとして褒尽を企画されている新

装成ウた許 P の飯紳パークである。

疋門は近代的見守ートな門で事務所、出中LE庁な ど主皇室貸

している D 肉中L改札波共側聞白 書聖きため縫めて閑散の様

に見受けられ＿とロ門内疋菌等に倉松毒事ｾ中 央 に組んだ 直

径 10米位。円製モル声ル仕上 t;D 7 ・ーノしがあり、銅製無し

でも逃げないといふおとなしい一一貨は飛認を抜かれて

所在たさそうな一一白祭主主互理 が其の松上 ｾＢＨｲｴ［ か に遊び吾

々にウ = ;v カムしている援で先づ卒和を讃えているかの

感r - o 右側は厨勤務者用小舎と 公園と しては些か賛混と

息われる便所がある口東に一直線突箇i ! l に噴水塔がある

将来地盤りの閥係から今は高きに失するが飛沫は波書託を

従えるに足る口右折して南する察敏ア、 i障の聞の中央は

一連の花捜で左側は猛署長舎が並ぶ総定らし〈今は植樹の

中に虎合Il<合毒事と立中Lのみ( 一二遣方代治手している) .

右側は禽署長会でを干完成筒整備中である o 突官官 りは人気

者 の 猿 c 島である白此虎を東に行けぽ中央線に主主する、

ラヂオ塔を中心に北に児 童 合 館、南庚揚に休懲E庁がある

比の休懲所は前方片昔在外面白色 ジ リヂツト仕上、理野新明

朗型。喫茶と食:布。家と両翼のパーコ・ラ風無料休 懲 所 か

らな P 後者の白星査に餓2 f . 石がi l . ilf 面白く E占られ極めて妙

前 景の庚場花壇と休憩所全体の関手口がなかなか良〈設計

者のを心。跡も偲ばれ非常K 心地よい。

一同小慾 中、i J t 口阪神 電 鍛E童築課長よ P 鷲阪神パーク

が 東 洋一を音寺 る大水族館を始め種々。施般を完備し漸〈

t住人に親しまれていた C に惜し〈も大破の総総てが御破

算となったので、昨年来底紳電鍛では之が復活に多大の

犠牲を掛って此の地域を新に獲得、本軍手早 h 新パーグ の

建 設に着工やっと 今日の欽態迄漕ぎつ けた径過と Z足首先並

びに今後。企画@ 大要に就いて説明を承った o ! l l 奴建築

物としては疋門附近と此の休懇所並に合官官が主たるも。

で便所ｾ圏内四ケ所其他小なるも ｃ 若干と鳥署員￠合屋担量

得であるが、噴水塔ラヂオ第櫛1- : 1: 至る迄殆 e'*患てが会置土

建築事長。設計であり、又其C 監 管下に掌った施工業者は

元請丈でも二十象車土 IT及ぶ由突貫多忙なエ事だったとと

が祭せら れる o 児童舎館は建二百七十坪 弱、延三百四十

世主主年あＡｬ Ｎ 織木混溢ラスモルタルｾ完全防火繕迭で屋根

餓仮瓦事事外経タイル及v: ソリヂツト仕上 @建 物である。
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其のデザインは阪科建築事長基本プランに他よ P二 三 図 案

募集したものを参考としそ@ 最優秀作者屯腹援短期に苦

心設計されたという近代式明朗型である。施工は餓骨工

事を除き大林組、工期四ヶ月像、ヱ! / ，聖はぎっと一千三百

万向の自である D

一慮。続続をE尽き図表毒事奔見して舎官官を集内して貰っ

たo 1 E 面入ロホー 1レに 立て t宏、入口扉の上部に依まって

いる 3 尺 x 6 尺 大12函のエッチング碕子が先づ人の眼を

史〈 、之は建築際で: M: 憶を取材として作闘し? と賑かな力

作で尼崎琴港堂。製作にかか型、各 5 粍厚偽、子 2 枚をf I

ね互に内側になる雨函に彫刻を施し合せ総とした珍らし

L 、ちユ法である D ホールは天井践と滅K 明るい感じで色鯛

もよい、其 (J) 白〈・亡E奇い上部壁面には主主って壁画を描〈

曲、ホー 1レの 左は事E書室、右は階段便所J ( 信で階下の喫

茶食堂集合室にも通ずる D レザ ー張扉を引き叡覧席に入

って見れば10間黙阿に 14間の演 さ があり 650 0) 精子 が 盤

然としている。後部覧D ! 席が 2 階でもない適主甚な高さか

ら始った段［伏ＷＭ，ＵＱンド式で中央部古ｾＧＷ ， ロ ー Ｗ ・ 前部が Ｗｾ 卒

になっている 。床は リグノイドだが井の前方水平部のか

寄木援としパイプ製移動椅子を使用してい るのは場合に

依 P 此虚で健全なダンフにでも出来る仕組である D 椅依は

叉子供なら 2 脚に 3 人座れる様考えてある D 夫弁盛は箆

紛壁、新償制。方法として舞台直前夫弁商よ放 E撃 さ れ

る括責毒装置と共に哲ー響に封し研究されている。 7 ・ロセ ニ

アムア ーチは巾 10米 商 4 米宇意匠的にいは極〈あっさ P

扱っているロ舞台は槍フロー Y: - - グ張で奥行 4 問あ P 術

前へ 1 米混同し且つ花道代りに両被へ主主じる積舞台とし

て綬けているので随分省効で成い、舞台の天井高は非常

に高〈ギャラリーあ P プドー栂あ D総 て C 吊物が手動で

簡皐に吊上げられる D 鮫援が雨天の鴛未着で残念だった

が、聞けばやは P 主主括的明快な色調 Ci，間祭で建築課考案

; 高島民謎製@ 豪華版の由、フットライトも各角度からの

Z ポット ライトも 勿論設備されオーケストラピットもあ

る。- $ 此 C 稲建築物としては郊外には十分過ぎる規模

設備があ型 、あ bゆる映箇演劇に不自由なしと観察今後

の御活用を期待して止まなν 。

舞台左の終屋を覗き右のシャツターのある大遺具取入

ロより一同一且外部に出 、裏テ レ=え をまま回して別入口よ

り階上映潟室を見高匹、次に厨房よ型観覧席下に芸品る集合

室喫茶食堂に入る、遺憾なく λ ペ- 7 -、が利用 され入 ロホ

ーJレに通 じる外、 直接外部にテ レスを隔て連絡あ るは便

利である、ナイロ' :-- ＡＪｾ乙精子 が容 を待ってい る。寄木 の

床にプラス声ー壁天井という簡単な仕上であるが構成美

ある瀦酒な! 感じ @ 部屋である白元c 表ホールに出て子供

向綬かな階段上の旅費電雲監を訪ひ最後に階段下男女使所を



覗いた、理静化糟裳陵ある 7j ( 洗式で安海な器具が使用され

床 壁 タ イ ル5長。清潔な官置所であった D 本館は殆ど「司祭照

明が採用され鐙光燈に依るものも多〈精華青な感を使え? と

強制I j i函風袋慨はないがB青々とした虞なので事長の必要は認

めなかったロ

一巡後再び休憩E庁に集り茶菓や果物。接待を受げて歎

談、夫よ P 殺の立場から子供の施設を見ん もc と. i i ! 口氏

に誘われて残り の遊園地。 一巡に出向 く、先づ東南 のが

ート C 浮ぷ j也氏至 P 向島の聾主宰慶風四i ! l >J の傍を湿って池

｀北端に近づけば人工の溜が見え、 Ｗ ｪＨｾ･Ｚ＾花咲量理学は苔

:衛生t若も人を呼ぶ b ん炉、光を眺めつつ 8 つ明暗を渡れば関

東端約!)ooo，* めグラウンドに出 i co 2 組の野践が出来る

庚場で草刈人突が点- " . t 7 ジグ マるを見る口北端がベビー

列車、ト書ン製玩具型のト y キJ レが車庫を費量ねているの

も面白い口その中庭に山家嵐山羊の小E量母JI ; b ! J 、子供ヂ

ープ、と P 台、プラ Y " 修子供。喜ぶ般備が街々の問中

芝生の中に点在宇目の遊びは十分であろ うD 総体して天

然の地勢的事量化と茂みに乏しい憾かありとは去え阪神電

車院が濁自の力で池を掘り、小山を築き、樹木草花 ( ( ) 1 本

に至る迄移植、験後手εk た P し荒野を新 〈念速に整然と

美化された努力は驚異に値いする。

往に紫遜りしたお猿島や烏合、淡水魚@ 陳列所を紡ひ

乍ら表門に隠るD 比民主で関長さんや大林組各位に御績を

述べてパーク¢完備と御苑展を祈りつつパーグの見皐を

終った D

軍駐頃c 大雨も晴れて今は焦げつ〈畿な自身すを雨傘に受

け乍ら大球場の外周を沙正予途中甲子関 7・- 1レを一瞥すD

ｾ功後伎に幾久し く新設の大阪圏際 Ｗ ・ Ｍ￞Ｇ ｖｃ 比すればー

普 C 感あるも兎も角関西に於て今日迄親を成した 7・- t

Eヒに威容である。

やがて表に出で大和理事よ刊解散の挨拶があ P 一同約

陽を浴びつつ東西存分れた。

主主に笛日悪天を宵して熱心に手帳合された合員各位並に参

加者経めて小型主であったに も不拘終始熱心な叡: 明と怒切

な案内在t 頂いた露口課長、 jfg弁設計係長及び接待其他お

世話下さった大林組現湯各位に対し一閃にfそり厚〈御穆

申上げて本見患の言E録とする次第であ る。

建築物の鮮綿に就いては本営、12月鋭 〈兵庫支部特斡鋭

)  v < . 掲載御紹介する貫主定。

(25.  7. .29.  合砂委員百iB)

舎 号発
( 8 月分〉

理 事 曾 3 日朝日定例開催中央建築土審際委員推

民事 23 日緊念理事曾開主管> 1 回中央審験合経過に三コき

東側委員より報告あ P 合員と意見交換

兵 庫 支 部 2 日本営、12月五虎兵庫支部綴集計調書並22日

3 時再開協議

高野山見事 5 日午後 2 時よ P 手口敏山支部主催にて高

野山見等合問俗本部よりも合流約30名各所見直匝漉呆錠

1 泊 6 日午後解散

六甲山納凍曾 大 阪 合 努E香員舎主催で 11日午後 6 時 迄

に山上集合約10名阪紳貸l J il iB: 3 個所に分宿翌朝解散

簡易耐火透築見⑨ 大阪合野委員合及災害事委員曾合l司

にて21日午後 2 時市内城北公園内建設中のR守管住宅パ

1 キン式徳群式、沼見式、佐々木式等のプロ ツグ建築

現場を見事したo 約80名著書加

簡易耐火構造施工法務習曾開催 教育毛委員及災害者寄員

合合同主催。下に 21日より 24日迄 4 日間午後 5 時 30分

よ! l 8 時30分迄都島工業高等感校総堂にで開催した

本合員及大阪建般業協同組合員外一般旅聴者約 280 名

縫合であった。勝郎防一般概設繍ロ笹育、法裁関係五

百証書、施工際係、穏見、さき問、告書群、佐 k 木、フ. ，' )  "  

ユ、パづえキ y 各枇

理事主計曾 25 自分室にて開催、借室料値上げに繍す

る針官官、臓員 1 名辞職。件号事につき協織した

建築士資絡に闘する穆談曾 28百 2 時よ P 靭日にて開

世量東畑中央建築土審議合委員を中心に静観華民有志舎合

本問題につき意見交換し? と

相 互 斡 旋

人を求む

高専程度建築出身30- 40迄の鮫計量E験者を求む

動o ; 地日光方面

中等程度建築出身般昔十見積経験者を求む

勤務地大阪

建築出身の防水工事涜場係並にセーノレ :>.....;y を求む

家 庭 纏i度

省線吹田螺ぐ東側E軍前〉土地約 J 80j 苧二階窓延約90坪

電話附住宅草壁 P たし

以上御連絡は本合常務理事9'1[ の事
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日本翠術舎議奮員候補者推薦の件

来る12月行われる第 2 ・回接術含員濯場に際し下記の遁 b爾君を推薦してお b ます。

建築界の全幅的な御支援に より営濯を期 しています。 特に舎員各{ 女の御協力御援助賜

らん事を切にお願ひ致します。

君

君

=

雄

享

静

回吉

坂

f

I
イ

}

{

、

区圏全

早大教揖ヱ博

京大教授ヱ博

社 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾

建築基準法。建築士法。防火関係法規。

に関する講演会開催張告

上書E基準法が近〈政省令、地方僚令、土法の施行令、

防火関係、規格等も制定されるを機とし 、重量設省、工業伎

術E皇、地方閥、開催市、日本建築協合、日本建築皐合、

建築土台、建設業協舎、其他園体が主催で下自己によ P 之

等の設明、講演舎を開催ナる激定である。

名古屋 ＱＱ 月 ｈｪ Ｍ 自 ＨＷｾＩ 16日( 木〉ぐ鱗師、題目

京 都 ＱＢ 日 ＨＷｾＩ 16日( 木〉 時間、曾揚

大 阪 17日( 金) 18 日C土 〉 等 鮮 細 は 次 鋭

r&'i 島 18日〈土) 19日〈日〉 掲載稼定〉

可申 戸 20 日く日) 21日( j ( )

縮 問 21 日〈火) 22日〈木〉

2!i_ 9_  30 

最士閣法人 日 本 建 築 協 曾

26年度「建築と社会」表紙園案募集

郎主主とさf んしんを期する本協合雑誌の表誌園祭を庚〈

舎員各位よ町募集致しま1 " 0 奮つで厳重喜あらん専を。

1、 提 出 期 限 昭 和2!i年11月末日到着の事

1、設 表本誌第 ＳＲｾ 長Ｈ昭和 ＲＶ 年〉第ｬＡｬ虎

1，提出図案 縦 8 寸 5 分、 横 6 寸。

1、要求事項建築と長土合1主に日本建築協舎を梯入文字

として積記の事。色はニ色刷習の事口

廠幕開案はすべて匿名 IIB銃を附隠し別に住所、職業

氏名明記の絞を添付の事。

mし、図案に対しては王子千本委員合陀て訂正を加う

る事あ ! ) o

l ' 賞 金 ー 等 一 名 金 主 千 円 也

佳作三名各金一千円也

1， 慮 義 資 格 本 協 曾k 員に限る

1、審査委員 日本建築協合編集委員合

1、提出窃pJi 世間法人日本建築協曾編集部宛

簡易耐火構造施工法テキスト分頒

去る 8 月末及 9 月始め敬育災害委員合合同 にてよE己最年

脅舎を開催、大阪約 300 名、 兵庫支部約 100 名の総務者
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を4号た

f苛ほ此のテ キ A I D主主部が省 P ますま士希望の方は 下記に

より申 込ま れたし

内 容 建 築 構 造 一 般 と プ ロ ツ グ建築

簡易耐火構造そ他に就いて関係法規

アサマプロ ツグ建築

ア ツジ ユコＺＯｾＱＩＭト建築

サカミ式餓筋 : : : : z: / タ] 1 - ト 構造施工法

佐 k 木式プロツグ建築

徳株式餓筋ヨングリート建築

パス キン構造に就て

B!i競84頁 賞受分鍍皇室料共 ￥100_00 

後 記

山の紅葉も波くなって技術者にも美しいアイデア ーが

浮ぶ頃と ζ に事校建築特集放を御主主 P する。

' & 放に在阪のアメリカンスタールを掲載する設定が編

集委員の御努力にもかかわらず38度線もととまで影響し

て 又の 日にゆずる療にナる口

さて編集委員長も渡米され愈よ本誌も米国にて紹介さ

れる事となる口協合合員諸兄と倶に本誌の成功を新 b ん

賞続の篤民には方ト D ツグ系事校が三校迄錫紋さ ι 初J

めての編集子がカト] l A トとは偶然と去うか- - - ・ H ・- ' 0

建 築 と 枇 含

第 3 1 輯 第 10 競

) l fJ質1 都 60同f皇室料尖〉

昭 和25年 9月初日印刷・ 昭和2!i年10月1日愛行

一 一'一一一一一一一一一一一一一一一

編集後行人 戸 )11 '51. 

褒 行 所 主 要 日 本 建 築 協 曾

大阪市北l i I A中ノ局3 ノ3羽目ピル

電 飴 { 土 佐 堀 @ 1836. 3631呑

l北 浅 ⑧ 133 4 - 9 .呑

銀 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 ! i 零

大 限 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 真 佐 吉

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 刷 所
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